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浄

阪沖・淡路夫戻史のあの日か ら7年にも及ぶ歳月が過ぎ、沖テの待

も明るさとえ気に満ち、 ようや くえの姿をみ り史 しつつあります。 し

か しなが ら、本当の意味での疫共 までには、 まだまだ歳月が必要と考

えら独ます。

こうした十、依然として市行地をヤはにして、衰史疫哭の上JL区 働

整理事業に牛 う埋蔵丈化財の/tt扱 調査 も継続 して実施 しているところ

です。

今回穀を します深江北町竜跡第 9次調査は、民FHlマ ンション定数に

九立つ もので、余 k時代後半を主 とした人型の振立柱定物をはじめと

する竜構群が雄誌 さ独、「畔」をはじめとする墨吉上暴や史俗伝票木衛

ほかの木製品 も多数出上 し、責童な資料が次々と/kt見 さ独ました。 こ

独らの/At見 は、作谷蜘 に士代凸陽重に沿って設置さ独た “幸屋1等 案"

に関連するものと考えら独ます。

以上のような茂呆をまとめた本書が、地或の歴丈研究あるいは文化

財の保護・普及啓 /Atの 資朴 として、李後市民の方々をはじめとする多

くの方々に広 く活用さ独撤ば十いです。

最後にはな りましたが、現地での/At振 調査事業の円滑な非tな らび

に無孝吉作成 までにご協力いただきました関係諾法関ならびに関係各

住に対 し、厚 くおネしヤし上げます。

千茂14年 3月

沖声市教育委員会



例  言

1.本書は神戸市東灘区深江北町 1丁 目3.4.5。 6.に所在する深江北町遺跡第 9次調査の発掘

調査報告書である。

2.調査はライオンズガーデン芦屋西のマンション建設に伴うもので、神戸市教育委員会が株式会社

大京(代表取締役長谷川正治)か らの委託を受けて、現地調査を平成12年 5月 8日 ～平成12年 7月 31

日まで実施した。調査対象面積は約3000∬である。また、遺物の整理業務についても、平成13年

度に改めて委託を受け、神戸市埋蔵文化財センターで実施した。

3.本書の作成は調査担当者がそれぞれに分担 して執筆し、各文末にその文責を記した。編集は山本

雅和が主に行い、阿部敬生 。中谷工がこれを補助した。

4.遺物の写真撮影は、奈良文化財研究所 牛嶋茂氏の撮影指導の下、杉本和樹氏(西大寺フォト)が行

った。

5。 木簡および墨書土器の文字資料については、奈良国立文化財研究所史料調査室長(当 時)舘野和己氏

を初め、渡辺晃宏、馬場基、吉川聡、古尾谷知浩の各氏に釈読いただきました。なお、巻頭写真

図版 1の木簡については奈良国立文化財研究所(当時)に て牛嶋茂、中村一郎、杉本和樹の各氏に撮

影いただいたものである。

6.動物遺存体の馬歯については、奈良文化財研究所 松井章氏に鑑定していただいた上、コメント

をいただきました。コメントの詳細については、第Ⅱ章―(7)で千種浩 。中村大介がまとめた。

7.出土 した木製品の樹種同定、土壌の花粉分析・珪藻分析については、株式会社パレオ・ラボに分

析業務を委託した。成果については、第Ⅲ章でまとめて報告する。

8.本書で使用した方位・座標は平面直角座標系第V系で、標高は東京湾中等潮位(T.P,)で表示した。

9.現地での発掘調査および遺物の整理にあたっては下記の関係諸機関ならびに諸氏にご協力いただ

きました。ここに記して感謝いたします。

株式会社 大京   大林組株式会社 神戸支店  大林道路株式会社

安西工業株式会社  株式会社ジオテクノ関西

木簡学会

大村敬通、小川真理子、小川良太、篠宮正、竹村忠洋、辻康男、西口圭介、櫃本誠一

別府洋二、光谷拓実、森岡秀人、山田清朝、山本三郎、渡辺昇
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I" は じ め に

(1) 遺跡の立地 と歴史的環境

a)遺跡の地理的環境

深江北町遺跡は神戸市東灘区深江北町 2丁 目を中心に存在する遺跡である。昭和59

年度の県営住宅の改築に伴い、兵庫県教育委員会により初めて遺跡の存在を確認した。

今日まで幾度にもわたる試掘・発掘調査により東西約700m、 南北約350mに広がる弥

生時代後期～中世に至る複合遺跡であることが判明している。

現在では海岸部の埋め立てや、市街地化が進み景観がまったく変わってしまったが、

明治時代の仮製地形図では遺跡の付近は水田や湿地などが広がっていたことが分かる。

これまでの発掘調査で得られた成果からも中世以降には水田や湿地状の地形が広がっ

ていたことが判明している。近くを流れる芦屋川は現在天丼川化しており、過去に昭

和13年の阪神大水害のような氾濫を繰り返していたことを今に伝えている。

また、高橋学氏の考祭によると (1)、 深江北町遺跡が立地する芦屋川流域では扇状地

の発達が未熟で、下流付近でわずかな扇状地形が見られるのみとされる。そのため、

河口付近には砂堆と呼ばれる細長い砂丘状の高まりが数列形成される。かつてはこの

砂堆上に遺跡は存在しないと考えられていたが、近年の市衡地の開発に伴う発掘調査

により縄文時代以降の遺跡の存在が明らかになっている。深江北町遺跡もその例外に

漏れず、標高 3m前後の砂堆上に立地している。
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b)遺跡の歴史的環境 (周辺の遺跡)

深江北町遺跡の立地する六甲山南麓では、旧石器時代から遺跡が確認されている。

旧石器時代  旧石器時代には、西岡本遺跡 (2).芦屋市の朝日ケ丘遺跡 (3)でナイフ型石器が確認

されており、今後の遺跡の増加が期待される。

縄文時代   縄文時代になると、本庄町遺跡 (4)。 本山遺跡 (5)。 北青木遺跡 (6)。 西岡本遺跡・朝

日ケ丘遺跡・山芦屋遺跡 (7).業平遺跡 (8)な どの遺跡が存在する。山芦屋遺跡では草

創期、本庄町遺跡では前期・後期の上器溜りが確認されている。また、西岡本遺跡で

は、早期の竪穴住居が発見されている。

弥生時代   弥生時代には、本庄町遺跡 。本山遺跡・北青木遺跡・寺田遺跡 (9)。 業平遺跡などで

前期に集落が形成され、本山遣跡では農工具をはじめとする木製品が多量に出土し、

当時の農耕技術の一端が明らかになった。中期前半になると一時的に遺跡が減少し、

中期後半には本山遺跡・森北町遺跡 QO。 深江北町遺跡 QD・ 住吉宮町遺跡 Q分 ・寺田遺

跡などで住居跡等が確認されている。また、東山遺跡 (0。 金鳥山遺跡 (10・ 保久良神

社遺跡 00。 会下山遺跡 00な どの高地性集落も形成された。一方、深江北町遺跡 。魚

崎中町遺跡 住の。住吉宮町遺跡では円形周溝墓などの墓が数多く築かれた。また、本山

遺跡・生駒銅鐸出土地 QOな どに銅鐸が埋納されるなど精神生活の変容が窺える。

古墳時代   古墳時代に入り、ヘボソ琢古墳 住0。 阿保親王塚古墳 90な どの前期古墳が築かれる。

中期末には坊ケ塚古墳 。Dや、住吉東古墳 1221が現 JR住吉駅前に築かれ、後期にはそ

れを中心に小型の方墳を主とした群集墳が形成された。一方、山麓部に位置する西岡

本遺跡・岡本梅林群集墳 90な どの追跡では、横穴式石室をもつ古墳が築かれた。また、

芦屋市域では中期後半に金津山古墳 似)が築かれ、後期には山麓部に横穴式石室をもつ

八十塚古墳群 90な どが形成された。

また、郡家遺跡 。0。 森北町遺跡・住吉宮町遺跡 。寺田遺跡・月若遺跡 りの。などで

集落が営まれた。

奈良～平安時代 奈良～平安時代には、「三壬子年□」を記した木簡が出土した三条九ノ坪遺跡 鶴)、 金

堂基壇や「寺」の刻印をもつ土器などが確認された芦屋廃寺遺跡 90、 「小領・大領」の

墨書土器が出土した寺田遺跡、葦屋辞家比定地の最有力候補である津知遺跡 ●0、 深江

北町遺跡など芦屋市との市境に遺跡が集約される。津知遺跡で平成 5年度に行われた調

査では、大型掘立柱建物や「和銅開弥」 。「高年通費」の銭貨、円面硯、芦屋廃寺と同

籠瓦など官衛的要素の強い遺物・遺構が確認されている。また、足利健亮氏・吉本昌弘

氏・高橋美久二氏の歴史地理学による研究成果 徹)か らも、葦屋酵家の候補地として挙

げられている。今回報告する深江北町遺跡でもこれまで、小型銅鏡 (海獣葡萄鏡)・ 銅

製帯金具・斎串 。木簡 。円面硯・墨書土器等の官衡的要素の強い遺物が数多く出上して

おり、官衛関連施設であると考えられている。そのため、この地域は寺院・郡衡・酵家

を備えた中心的な場所であったという考え方が生まれている。一方、郡家遺跡は「菟原

郡衛」の比定地とされているが、それを決定づけるような遺構・遺物は第1次調査以降

あまり確認されていない。しかし、東隣の住吉宮町遺跡でも大型掘立柱建物・墨書土器

などが確認されており、付近に官衛的な施設が存在する可能性が高い。(中谷)
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(2)こ れまでの発掘調査の成果

深江北町遺跡で初めて埋蔵文化財発掘調査が実施されたのは昭和59年度にまで遡る。

市街地として早くに開発され、地下に眠る遺跡としてはそれまでは全 く知られていな

かった。昭和61年度に兵庫県教育委員会によって実施された第 3次調査C2地区 G扮 で、

庄内式併行期の円形周溝墓群が確認されたのは、当時としてはかなり衝撃的であった。

また、昭和60年度に実施された第 2次調査Cl地区では古墳時代後期末の竪穴住居や

平安時代前期の掘立柱建物群が確認され、銅製帯金具 。小型鋼鏡も出土し、官衛関連

遺跡としても注目を集めた。

この後は4件の調査が実施されたものの、第 2次や第 3次を凌ぐような大きな成果

を挙げるまでには至らず、平成7年 1月 17日 にはあの忌まわしい阪神・淡路大震災が起

きる。深江北町遺跡を含む周辺地区も例外ではなく、人身・家屋に多 くの被害を受け

たことは言うまでもない。しかしながら、再開発事業地域などに指定されなかったこ

とから、個人レベルでの復興が暫時進められていったものと考えられる。

一方、深江北町遺跡の北側に隣接し、芦屋市域に広がる津知遺跡でも試掘調査を含

めて、これまでに約20回の調査が実施されてきている●0。 淡神文化財協会が実施した

第 2地点 30では、平安時代前期の掘立柱建物群が確認され、「和銅開弥」・「高年通費」

の銭貨、墨書土器、円面硯、緑釉陶器、軒丸瓦などの出土が知られる。

また、これまで歴史地理学の分野 ●0か ら、古代山陽道の復元と葦屋酵家の比定地に

ついてはいくつかの説によって論及されてきていたが、この津知遺跡第 2地点の調査

成果によって、津知遺跡の存在が俄然注目されることとなった。0。

平成11年 度には深江北町遺跡では最も南にあたる、F/k神 電気鉄道の軌道敷の南側で

第 8次調査 Gの が実施される。この調査では 3時期の遺構面が確認され、第 2面に対応

する水場と呼ばれた池状遺構から「騨」の墨書土器片が出上している。この墨書土器の

評価についての結論は出せなかったが、俄かに「酵家」の存在が浮上してきた調査成果

となった。

このような状況の中で、平成12年度に実施したのが、ここに報告する第 9次調査である。

表1 深江北町遺跡 調査一覧

次数 調査年度 調査機関 調査面積 (∬ ) 調査内容

1 1984 兵庫県教育委員会 1,950
奈良時代以降の水田、時期不詳の土坑・杭列

弥生時代後期～平安時代後期の柱穴

2 1985 兵庫県教育委員会 605
弥生時代後期の溝、飛′亀時代の竪穴住居、奈良～

平安時代初めの掘立柱建物

3 1986 兵庫県教育委員会 660 古墳時代初めの円形周溝墓群、土器棺墓

4 1987 神戸市教育委員会 50 古墳時代後期～鎌倉時代の落ち込み・ピット

5 1990 兵庫県教育委員会 1,572
弥生時代後期の掘立柱建物・土坑、中世の掘立柱

建物・土坑・水田

6
Ｏ
υ

ａ
ｙ

〔
υ 神戸市教育委員会 古墳時代後期～中世の遺物包含層

7 1996 神戸市教育委員会 185 平安時代後半の土坑・溝・ピット

8 1999 神戸市教育委員会 220
古墳時代初めの溝・ピット、古墳時代後期～平安時

代の柱穴・土坑・流路、「酵」の墨書土器

9 2000 神戸市教育委員会 2,670
古墳時代初めの遺物包含層、奈良～平安初めの掘

立柱建物・土坑・溝・流路、平安後期の掘立柱建物
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(3)第 9次調査の経緯 と経過

a) 調査に至る経緯

今回の対象地の開発計画が持ち上がったのは、平成 6年にまで遡る。当時 2棟の兵

庫コスモ石油株式会社の社員寮 (鉄筋コンクリー ト3階建、昭和35年前後築)が現地

には建っていた。株式会社エステー トコスモより提出された「 (仮)コ スモハイム芦

屋」のマンション新築工事計画による埋蔵文化財試掘調査依頼書 (S06096)1こ基づき、

平成 6年 10月 5日 に実施した試掘調査では、 5ケ所に設定した試掘坑のうち、 4ケ所

で遺物包含層が確認され、対象地全域で発掘調査が必要な旨、10月 13日 付けで教育長

名で回答していた。

この後、現地発掘を行うべ く、各機関で調整が進められた結果、六甲南麓遺跡調査

会が現地調査を実施することで合意が執れ、諸般の手続きも順調に進んでいた。しか

し、調査開始寸前になって、阪神・淡路大震災の被災によって開発計画そのものが一

時凍結されたため、対象地での開発はしばらく中断した形となっていた。

平成12年 1月 28日 には、株式会社大京より発掘調査依頼書が改めて提出され、具体

転多/

(Scale:1/5,000)  アラ
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的な開発計画が持ち上がった。ここにきて本格的な発掘調査を行うべく、調整が再度

行われていった。なお、今回の発掘調査に先立って、既存建物の本格的な解体作業完

了後の立会いにおいて、すでに建物基礎が遺跡を破壊している部分が含まれることが

確認されていたが、事業面積約4500ど のうち、基本的には建物基礎で遺跡が破壊され

る部分の約3000ど については全面調査を実施することで合意し、発掘調査を開始する

こととなった。

b) 調査組織  (平成12・ 13年度)

神戸市文化財保護審議会  史跡・考古担当委員

檀上 重光   元神戸女子短期大学教授

工楽 善通   ユネスコ・アジア文化センター文化遺産保護協力事務所研修部長

和田 晴吾   立命館大学支学部教授

神戸市教育委員会事務局

教 育 長      木村良一

社会教育部長     水田裕次 (12年度)・ 岩畔法夫 (13年度)

文化財課長      大勝俊― (12年 度)・ 桑原泰豊 (13年度)

社会教育部主幹    渡辺伸行

埋蔵文化財調査係長  丹治康明

文化財課主査     宮本郁雄・丸山潔・菅本宏明

事務担当学芸員    山口英正 (12年度)。 斎木巌 (13年度)

調査担当学芸員    阿部敬生 。中谷正・山本雅和

保存科学担当学芸員  千種浩 (13年度主査に昇任)・ 中村大介

遺物整理担当学芸員  谷正俊 (12年度)・ 黒田恭正 (13年度)

c)調査の経過

現地での調査 発掘調査作業は 1区の重機掘削を5月 8日 から開始した。 1区では、もともとの社

員寮建設の基礎工事とその撤去工事のため、かなり攪乱を受け、良好な土層が残って

いる部分はわずかであった。続けて、 2区～ 3区の重機掘削を行っていったが、当初

予定より掘削・搬出土量が多 くなってきたため、相方協議の結果、 4区の掘削が終わ

った段階で一旦重機掘削を中断し、東側の調査区の調査がある程度見通しのついた段

階で改めて西側 (5区)の重機掘削を開始することとなった。調査の結果、 2区～ 3

区ではほぼ全域が流路であったため、さらに予想よりも掘削土量が多 くなったことは

否めない。また、多量の上器類とともに木簡を含む木製品が多量に共伴したことも見

逃せない重要な調査成果である。

トライやるウィーク なお、この間施主である株式会社大京側の快諾を得た上で、 2週間にわたる調査現

場への トライやるウィークの中学生合計17名 (東灘区御影中学校、須磨区西落合中学

校、西区井吹台中学校)の受け入れも調査作業と並行して実施した。

6月 中旬からは 5区の重機掘削を再開し、あわせて掘削残土によってすでに調査の

完了していた 1区の埋め戻しを実施した。この重機掘削作業の完了とともに、 4区西

部から5区の調査を本格的に開始した。 4区中央部～ 5区にかけては奈良～平安時代

-6-
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図4 調査区設定図        Y             °WWI

の柱穴や溝などの遺構が集中して確認され、その検出と掘削にかなり手間取る結果と

なった。加えて、梅雨に少なかった降雨量もこの調査最終段階にきて多 くなり、さら

挿図写真1

発掘調査作業に トライやる中学生

日
巴

‐
‐
―

「
』

日
日
□

口
聞
四

日
陶
Ш

区
「日
日
］

４
一日
――
山

一咽

9                           5Qm

闇
嘘
け
唖
電
寝
顧

マンションモデルルームでの速報展示

-7-



枚

/

/ 
  

ノ
  
  
  
  
  
I

50
m

0 r
―

―
図
5 

調
査

区
平

面
図

(第
2遺

構
面

)



遺物整理

記者発表

註 (1)

I。  1ま じみ引こ

に厳しさに拍車をかけることとなった。

なお、現地調査段階では把握しきれなかった柱穴から構成される掘立柱建物も、調

査完了後に改めて検討した結果、第Ⅱ章で報告するように、少なくとも7棟の存在 が

明らかとなった。さまざまな遺構・遺物とともに多 くの整理課題が提示された発掘 調

査であった。

遺物の整理作業は、現地での発掘調査撤収とほとんど同時に、コンテナ約70箱の遺

物の水洗作業を神戸市埋蔵文化財センターで開始した。水洗作業が完了した段階で、

墨書土器の抽出も可能となったため、調査段階から出土が判明していた木簡 3点につ

いてもあわせて、 9月 7日 に奈良国立文化財研究所平城宮跡発掘調査部史料調査主ヘ

持ち込み、判読と解釈をお願いし、あわせて写真撮影もお願いした。

また、こうして木街・墨書土器の判読・解釈の見通しがついた9月 21日 には、『炉 の

「葦屋駅家」関連遺跡の発見』と題して、神戸市役所記者クラブにおいて深江北町逢跡

第 8・ 9次調査の成果について公表した。

この後順次遺物の注記・接合 。復元・補強・彩色を継続的に実施していったが、到

底年度内で作業が完了しなかったため、平成13年度に改めて整理作業について株式会社

大京と委託契約を締結し、さらに整理作業を実施していった。

また、一部の整理作業の完了した資料については、神戸市埋蔵文化財センターて開

催された企画展示『古代のメインロード～山陽道沿線物語～』●0の展示にも供された。

また、 7月 下旬には株式会社大京からの依頼を受けて、調査現場に建設中のマンシ ョ

ン・モデルルーム内で約 1週間調査成果のパネルや一部の遺物を展示した。8月 上旬

には本報告書に掲載する遺物の写真撮影を実施した。このような作業と並行しなが ら

本報告書の原稿執筆・作成を調査担当者が分担して順次行った。(山本)

a)高橋学「芦屋川・住吉川流域の地形環境 I」 兵庫県文化財調査報告第36冊 『北青木遺跡』兵庫

県教育委員会 1986
b)高橋学「芦屋川・住吉川流域の地形環境Ⅲ」兵庫県文化財調査報告第54冊 F神戸市東灘区 i~4江

北町遺跡―県営神戸深江団地建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書―』 兵庫県教育委員会 1988
a)西岡誠司「西岡本遺跡第 3次調査」『平成 7年度神戸市坦蔵文化財年報』 神戸市教育委員会 1998
b)浅岡俊夫 F神戸市東灘区 西岡本遺跡』 六甲山麓遺跡調査会 2001
a)藤井祐介・森岡秀人 芦屋市文化財調査報告第 8集 『朝日ヶ丘縄文遺跡 会下山弥生遺跡J 芦
屋市教育委員会 1973
b)山中一郎ほか 昭和63年度埋蔵文化財速報 F朝 日ヶ丘遺跡 第4次発掘調査の概要J 芦屋市 教

育委員会 1988
a)片岡肇編『神戸市東灘区 本庄町遺跡発掘調査報告書」財団法人古代学協会 1985
b)別府洋二 兵庫県文化財調査報告第92冊 『一郵政省宿舎建替えに伴う埋蔵文化財調査報告書一 本

庄町遺跡』 兵庫県教育委員会 1991
c)谷正俊「本庄町遺跡第 8次調査」F平成10年度神戸市埋蔵文化財年報』 神戸市教育委員会 Z001
安田滋「本山遺跡第17次調査」F平成 7年度神戸市埋蔵文化財年報』 神戸市教育委員会 1998
a)小川良太・山下史朗 兵庫県文化財調査報告第36冊 F】ヒ青木遺跡J 兵庫県教育委員会  1986
b)菅本宏明 。石島三和編 F北青木遺跡発掘調査報告書一第3次調査―』 神戸市教育委員会 1999
森岡秀人「山芦屋遺跡 (S8地点)」 F芦屋市文化財調査報告書』第27集 芦屋市教育委員会 1996
辻林浩ほか「業平遺跡 (第25地点)」

・小松譲ほか  「業平遺跡 (第26地点)」 ・鎌日勉ほか  「業 平

遺跡 (第27地点)」 ・中村啓太郎ほか「業平遺跡 (第29地 点)」 ・吉田宣夫ほか「業平遺跡 (第岳1地

点)」 F平成 8年度 年報』 兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所 1997

(2)

(4)

(5)

(6)

(7)
(8)
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(9)  a)南 博史編 F芦屋市 寺田遺跡発掘調査報告書』 古代学協会 1985

b)重藤輝行ほか 芦屋市文化財調査報告第32集 『寺田遺跡第95地点 発掘調査概要報告書』 芦屋

市教育委員会 1999

(10)  a)西岡巧次 F森北町遺跡発掘調査報告書』 神戸市教育委員会 1987

b)丹治康明・須藤宏「森北町遺跡」『平成元年度神戸市埋蔵文化財年報」 神戸市教育委員会 1992

(11)  山下史朗編 兵庫県文化財調査報告第54冊 『神戸市東灘区 深江北町遺跡一県営榊戸深江団地建設事

業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書―』 兵庫県教育委員会 1988

(12)  a)小野田義和・秦憲二『住吉宮町遺跡 (第 17次 ・第18次調査)」 神戸市教育委員会 1998

b)安田滋編 F住吉宮町遺跡第24次・第32次発掘調査報告書』 神戸市教育委員会 2001

(13)  宮本郁雄「本山町東山遺跡」F昭和59年度神戸市埋蔵文化財年報』 神戸市教育委員会 1987

(14)  新修神戸市史編集委員会編「金鳥山遺跡」F新惨 神戸市史」歴史編 I 自然・考古  1989

(15)  新修神戸市史編集委員会編「保久良神社遺跡」『新修 神戸市史』歴史編 I 自然・考古 1989

(16)  村川行弘・石野博信 芦屋市文化財調査報告第 3集 『会下山遺跡』 芦屋市教育委員会 1964

(17)  岩日明弘編 F魚崎中町遺跡 (第3次調査)J 神戸市教育委員会 1996

(18)  a)喜 谷美宣「祭祀と埋納」『新修 神戸市史」歴史編 I 自然・考古 新修神戸市史編集委員会

1989

b)神戸市教育委員会編『本山遺跡 第12次調査の概要」 1991
(19)  新修神戸市史編集委員会編「ヘボソ塚古墳」『新修 神戸市史」歴史編 I 自然・考古 1989

(20)  a)森岡秀人「阿保親王塚古墳」F兵庫県史』考古資料編 兵庫県 1992
b)芦屋市立美術館編  『古墳と伝承―移りゆく “塚"へのまなざし展図録」 1993

(21) 菅本宏明「坊ヶ塚古墳試掘調査」『平成9年度神戸市埋蔵文化財年報も 神戸市教育委員会 2000

(22)  丹治康明ほか「住吉宮町遺跡 第9次調査」『昭和63年度神戸市埋蔵文化財年報』 神戸市教育委員会

1朗

(23) 新修神戸市史編集委員会編「東灘区のその他の追跡」 F新修 神戸市史』歴史編 I 自然・考古

1989

(24)  森岡秀人「金津山古墳 第9地点」F芦屋市文化財調査報告 第27集」 芦屋市教育委員会 1996

(25) 森岡秀人ほか「八十塚古墳群岩ヶ平支群第50号墳の発掘調査」 芦屋市文化財調査報告第22集 F平成

3年度国庫補事業 芦屋廃寺遺跡ほか発掘調査概要報告書』 芦屋市教育委員会 1992

(26)  a)神戸市考古館編 郡家大蔵遺跡」『地下に眠る神戸の歴史展図録』 1980
b)丸山潔「郡家遺跡大蔵地区第2次調査」・安田滋「郡家遺跡下山田地区第2次調査」『昭和62年度

神戸市埋蔵文化財年報』 神戸市教育委員会 1990

(27) 森岡秀人ほか 芦屋市文化財調査報告第30集 『若宮遺跡 (第 1・ 2地点)発掘調査報告書』 芦屋

市・芦屋市教育委員会 1999

(28) 高瀬一嘉ほか 兵庫県文化財調査報告第168冊 『三条九ノ坪遺跡」 兵庫県教育委員会 1997

(29)  a)村川行弘 芦屋市文化財調査報告第 7集 F芦屋廃寺址」 兵庫県芦屋市教育委員会 1970

b)芦屋市教育委員会 F現地説明会ノー ト 芦屋廃寺跡 (第62地点)発掘調査一平成11年度震災復興

埋蔵文化財調査一」 1999
c)芦屋市教育委員会 F公開展示説明会資料  「寺」字刻印土器と芦屋廃寺跡一第75地点発掘調査の

成果から』 2001

(30) 竹村忠洋編 芦屋市文化財調査報告第34集 『津知遺跡第17地点発掘調査報告書」 芦屋市教育委員会

1朗

(31)  高橋美久二 F古代交通の考古地理」 大明堂 1995

(32) 註11に 同じ

(33) 篠宮正 芦屋市文化財調査報告第37集 F津知遺跡 (第19地 点)従 前居住用住宅 ((仮称)津知町住

宅)新築工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書』芦屋市教育委員会 2000

(34)  a)阿 部嗣治「津知遺跡の発掘調査 (1)。 (2)」 『のじぎく文化財だより』第17・ 18号 1993

b)森岡秀人「津知遺跡第 2地点の発掘調査の概要」 芦屋市文化財調査報告第34集 『津知遺跡第17地

点発掘調査概要報告書」芦屋市教育委員会 1999

(35)  a)吉本昌弘「摂津国人部 。菟原両郡の古代山陽道と条里制」F人文地理』第33巻第4号 1981

b)足利健亮「山陽道の歴史地理的考察」 歴史の道調査報告書第2集 F山 陽道 (西国街道)』 兵庫

県教育委員会 1992

(36)  註31に 同じ

(37)  須藤宏「深江北町遺跡第8次調査」F平成11年度神戸市坦蔵文化財年報』神戸市教育委員会 2002

(38)  宮本郁雄 。中村大介編 F古代のメインロード～山陽道沿線物語～』神戸市教育委員会 2001
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(1)基本層序

2～ 3区

4～ 5区

註 (1)

(2)

1区

I.遺構と遺物

今回の調査地は、対象面積が2,000∬ を超える比較的広範囲に亘るため、調査対象地区

の北東部から1～5区に地区割りを行い、順次調査を実施した。前章でも述べたように、深

江北町遺跡は旧海岸線に近い場所に立地し、海と河川の影響を受けてきたため、複雑な地

形・堆積状況をみせる。そのため、各区の堆積状況には相違が認められ、層序を端的に述

べることは困難である。したがって、ここでは各区の概要をそれぞれ記すことにする。

大半が既存の建物基礎などにより大幅に撹乱を受けており、わずかに遺構面を確認した

に止まっている。現地表面はTo P.狐hで、盛土・撹乱および黄灰色～褐灰色シルト質細

砂を主体とする旧耕土が略～10mの厚みで堆積しており、この旧耕土層からは中近世の土

器・陶磁器などが出土している。T.P.&2m付近には淡乳黄色～淡黄灰色シルト混極細

砂～中砂を基盤層とする第 1遺構面を形成する。淡褐灰色シルト質極細砂～細砂などで構

成されるαl～α5mの間層を挟み、T,P.23m付近には淡乳色極細砂～細礫を基盤層とす

る第2遺構面を形成する。下層には、淡乳灰色極細砂など海成と考えられる堆積層が続く。

現地表面から盛土 。旧耕土が堆積し、T,P.3.Om前 後で淡褐灰色シルト質細砂～

中砂の奈良～平安時代遺物包含層が堆積しており、その上面が第 1遺構面となる。0.4

m前後の間層を挟み、T.P。 2.6m付近で乳灰色シルト混細砂～中砂を基盤層とする

第 2遺構面が形成されるが、調査区の大半が奈良～平安時代の土器や木製品を多く含む

自然流路の堆積で占められている。さらに、下層には土師器 。弥生土器を含む洪水砂や、

植物遺体を多く含む淡黒灰色極細砂混シルトなどの湿地状堆積が確認されている。

現地表面がT.P。 3.6～3.8mで、0.8mほ どの厚みをもつ盛土、灰黄色系のシルト質細

砂を主体とする旧耕土が堆積する (図 6)。 その下層にはT,P。 2.6m付近に暗褐灰色シ

ルト質細砂の奈良～平安時代遺物包含層が堆積し、乳色シルトをわずかに含む細砂～細

礫を基盤層とする第 2遺構面がT.P.2.2～ 2.8m付近に存在する。この面で奈良～平安

時代の掘立柱建物群を始めとする遺構が数多く検出されている。さらに、下層には淡灰

色砂礫など古墳時代後期以降と考えられる洪水砂が堆積しており、須恵器・土師器・弥

生土器が出土している。 過去の調査ではこの洪水砂の堆積以前に、深江北町遺跡 ①では

水田や円形周溝墓が、北隣の津知遺跡 ②では水田址が確認されている。今回の調査では

自然木を大量に含む溝状の落ち込みを検出しているが、明確な遺構は検出されていない。

これより下層については、T.P.1.8mでは基盤層である淡乳色極細砂 (海成砂)が確

認されている。

以上のように、4～ 5区では遺物包含層を伴った奈良時代～平安時代前期を主体とする遺

構面が確実に認められ、数多くの遺構が確認されている。なお、1～ 3区では流路 (S R01)

あるいは大規模な撹乱のため、生活面としての当該期の遺構面は不安定である。(中谷)

山下史朗編 兵庫県文化財調査報告第54冊『榊戸市東灘区 深江北町遺跡』 兵庫県教育委員会 1988
芦屋市教育委員会 『津知遺跡 第4地点 現地説明会ノートⅡ』 1994
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Ⅱ.遺構と遺物

(2)弥生時代末～古墳時代前期

土器

上述したように、深江北町遺跡第 3次調査地点では庄内式併行期の円形周滞墓群が

確認されており、今回の調査地点でもその確認が十分に予想されていたことに加え、

柱穴の断ち割り調査中にも下層の黒褐色土から弥生土器あるいは土師器が確認されて

いた。その状況把握と円形周滞墓などの遺構の広がりを確認するために、 トレンチを

設定して (図 7)、 第 2遺構面下層の断ち割り調査を実施した。

海起源と考えられる厚く堆積した淡黄色極細砂の基盤層の上層に、土壌化が顕著な黒

褐色シルトあるいは黒褐色シルト質細砂が厚さ約10cmで堆積している。西端の5区では

円弧を描きながらY字形に結合する溝状の落ち込みが確認できた。幅約 2m、 最大深さ

0.35mで 、断面は逆台形に近く、埋土は植物遺体を多く含む黒灰色シルトである。この

溝状の落ち込みからは木製品以外に出土遺物がなく、その性格については明確にはでき

ない。第 3次調査で確認された円形周溝墓の一部である可能性も考えられる。また、自

立した樹根が検出される箇所もあり、弥生時代後期末～古墳時代前期の上器が散在して

出土したものの、明確な遺構の確認には及ばなかった。なお、この第 3遺構面は4区西

端でT,P。 1.8m、 4区東端でT.P.1.5mで、西から東へ徐々に標高を減じている。

土器の器種には、壷・奏・鉢・高必がある。無紋の二重回縁壺、体部外面をヘラ削

り調整する奏や口縁端部内面を肥厚し、球形の体部をもつ奏などの存在から、第 3次

調査円形周滞墓群の遺物あるいはこれらの上層の遺物 (1)よ りもさらに降る時期のもの

を含んでいると考えられる。庄内式併行期新段階から布留式併行期にかけてのもので

あろう。

いずれも5区の溝状の落ち込みから出土したもので、割板材と丸木杭がある。 (12・

13)は直径 8mmの円孔が穿たれ、若干の加工痕が認められる板材となっているが、そ

の他については明瞭な加工痕は認められない。 (山本)

木製品

註 (1)山 田清朝「円形周溝墓群とその出土遺物の検討」兵庫県文化財調査報告第54冊 『神戸市東灘区深江北町

遺跡 県営神戸深江団地建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書』兵庫県教育委員会 1988

/衣
/ 

＼く＼

0                                               50m

図7 断ち害1リ トレンチの配置

の
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図8 5区 断ち割リトレンチ平面図・西壁土層断面図
(九付き数字・アルファベットは樹種同定資料)

1 盛上・攪乱  2 1日耕±  3 淡灰色細砂  4 灰茶色シルト質細砂

5 淡灰色～黄灰色シルト質細砂  6 淡灰黄色細砂

7 灰責色シルト質極細砂～細砂  8 灰責色小礫混じリシルト

9 灰色～黄褐色細砂～粗砂   10 暗褐灰色シルト質細砂

11 暗褐灰色小礫混じリシルト質細砂   12 淡黒灰色細砂～粗砂

13 暗褐灰色粗砂混じリシルト(SD05埋土 )

14 淡黒灰色細砂～粗砂  15 暗褐灰色小礫混じリシルト質細砂 (SD06埋土 )

16 淡乳褐色砂礫  17 淡褐色シルト～粗砂

18 褐灰色ンルト  19 灰 白色極細砂

20 淡黒灰色シルト(ラ ミナ顕著) 21 黒灰色ンルト(植物遺体を多く含む)

22 淡褐灰色粘±  23 暗褐灰色極細砂質ンルト(植物遺体層 ,自然木多く合む)

24 黒色シルト混じり極細砂

25 淡乳褐色極細砂～細砂 (基盤層 )



Ⅱ。遺構と逢物

20cm

図9 弥生末～古墳前期の上器

表2-1 弥生末～古墳前期の上器 観察表

No 種類 器種
径
径

口
底

脚
講

器高 調整など特徴 胎  土 焼成 色調

1 弥生土器 壺
14

9.1
二重回縁、端部ヨヨナデ、体部外面一部ヘラ暦

き、口縁部内面横方向のヘラ磨き、

1～ 2mmの 石英・チャートを

多く含む 良好 淡乳帽色

2 弥生土器 壺
27.4 外面2.5条 /cmの平行叩きの後横方向のヘラ磨

き、内面ナデ仕上げ?

1～3mmのチャート石英・

長石、5m■ のクサリレキ
良好 暗掲色

-15-



表2‐2 弥生末～古墳前期の上器 観察表

NO十 種類 器種
径

径
口
底

脚
調

器高 調整など特徴 胎 土 焼成 色調

3 弥生土器 甕
・

６

２

‐６

５

．

22.8 体部外面2条 /cm平行叩き、上半一部板ナデ、

内面下半4条 /cm、 上半10条 /cmのハケ

1～ 3mmのチャート石英・

長石を含む
良好 淡乳帽色

弥生土器 甕
12.6 16.6 体部外面2条 /cm平行叩き

内面下半6条/cmのハケ

1～ 24皿 の石英・チャートを

多く含む
良好 淡乳褐色

5 弥生土器 甕
13.0

6.0
体部外面2条/cm平行叩き半スリ消し

内面ナデ

0.5～ 14皿の石英・チャート

クサリレキを含む
良好 淡¥L色

6 土師器 甕
14.8

12.2
体部外面下から上へのヘラ削り

内面ナデ

1～2mmのチャート・石英・

長石、54111のクサリレキ
良好 明乳色

7 土師器 甕
18.6 体部外面8条/cmのハケ

内面横方向のヘラ肖Jり

1～ 211unの石英・チャートを

含む
良好 淡乳褐色

8 土師器 甕
13.6

9,4
体部外面8条/cmのハケ

内面ヘラ削り

0.5～ lmmの石英・チャート

クサリレキを含む
良好 暗乳褐色

9 土師器 甕
13.5

19.9
体部外面板ナデ

内面ヘラ肖1り

1～ 3allllの チャート石英・

長石、5Hullのクサリレキ
良好 淡乳色

10 弥生土器 鉢
，

０

５

・８

１

．

8,9
体部外面ナデ、内面板ナデと6条/cmの横ハケ 1～ 21111nの チャート・石英・

長石、クサリレキ
良好 明乳色

土師器 高邦
12.5

9.5
外面10条 /c皿 のハケの後縦方向のヘラ磨き lllul前後のチャート・石英・

クサリレキ
良好 淡乳褐色

図10 弥生末～古墳前期の木製品

15

30cm

表3 弥生末～古墳前期の木製品の法量と樹種

No 種類 遺構・層位 長さcm 幅(直径)cm 厚さcm 樹 種 備考 W‐ No.

12

13

14

15

16

17

18

有孔板材

板材

割材

割板材

割板材

割材

丸杭

落ち込み内③

淡灰黒色ンルト

黒灰色ンルト

落ち込み内②

落ち込み内①

淡灰黒色シルト

淡黒灰色細砂

・
０

。
２

Ｂ

・
８

・
２

・
８

・
０

４５

３５

・７

３７

５５

・８

８７

・
５

１

７

４

０

０

２

１０

８
．
２
．
５
，
７
．
５
．
４

■5

■3

■4

■8

2,3

■7

ヨナラ属コナラ節

スギ

アカマツ

ヒノキ属

ヒノキ属
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Ⅱ.遺構と遺物

(3)古墳時代後期

後述する第 2遺構面を形成する洪水砂層から出土した遺物を扱う。この洪水砂層が

確認できたのは第 2遺構面で多数遺構が確認できた調査区の西半からS R01の 西肩部

分のみである。

出土した遺物には図llで示したように土師器・須恵器があり、いずれも断ち割リト

レンチあるいは柱穴断ち割り中に検出したものである。

／

戸

‐‥／／／く

″`く〈::11>＼

ィFヽ、
くvメ

＼
≪《三ユ≫

/

＼

ハ

Ｈ

υ

／

0                                    20cm

図11 黄色砂出上の土器

表4 黄色砂出土の上器 観察表

No. 種 類 器種 口径 器高 底径 残存 胎  土 焼 成 色 調

９

　
０

　
１

　
２

　
３

　
４

　
５

　
６

　
７

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

須恵器

須恵器

須恵器

台

邪

邪

イ

　

蓋

身

邦

鉢

器

高

高

高

甑

郭

邪

高

６
．
０

８
．
０

一

一

一

２６
．

・１
，

‐．
．

．

６

６

８

１

９

ｏ
２

５

４

３

２
．
２
．
＆

７
．
５
．

２６

３
．
５
．
５
．

・

６

　

・

３

３

　

　

　

　

　

９

‐３

‐２

８

。

　

　

９

．

７

　

５

　

５

　

５

　

５

　

５

　

０

　

３

　

５

ｒ
υ
一　

つ
０

　

一資
υ

　

一７
ｒ

　

・∩
υ

　

氏
υ

　

■
■

　

つ
υ

　

刀
仕

lmm前後のチャート・石英・長石・クサリレキ

llnmのチャート石英・クサリレキをわずか

311unのチャート石英を含む

0。5～ 14mの石英・チャートクサリレキ

0。5～ lmmの石英・チャート・クサリレキわずか

0.5～2nulの石英・チャートクサリレキ・長石

lllun前後の灰色砂粒わずか

lllull前 後の灰色砂粒

0.511111の砂粒わずかに含む

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

やや良

淡乎L褐色

暗乳色

乳茶灰色

乳赤褐色

淡乳橙色

暗乎L色

灰色

灰色

淡乳灰色
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Ⅱ.遺構と逢物

(4)奈良時代前半～平安時代前期  (第 2遺構面)

a)柵

S A01

今回の調査では、第 2遺構面で最も多 くの遺構 。遺物を確認することができた (図

12)。 確認できた遺構には、柵・掘立柱建物・掘立柱建物を構成しないピット・溝 ,土

坑・流路などがある。

4区西部で確認できた柵列で、 3間分 (長 さ4.9m以上)の 4基の柱穴が確認でき、

さらに南側に延びる可能性が指摘できる。柱穴の掘形の平面形は一辺80～90cm前後の

隅円方形で、深さは40cm前後である。柱間距離は1.50～ 1.60mと 並びがミく、N7° W
を指向している。 S P88あ るいはS P160な どが同一軸線に載りそうであるが、掘形の

平面形等の特徴から判断して、 4本分として扱い、北側へは判然としないものの、別

の柵列が存在した可能性を指摘するにとどめる。

いずれも柱痕の直径は約20cmと 小型で、深さは30～40cmである。P3では花闘岩礫

の礎盤が据えられ、柱痕の深さは10cmに過ぎない。柱材の補修が行われたためと考え

られる。図化し得るような出土遺物はいずれの柱穴からも確認できていない。

0           10cm 29

図14 SB01-P14・ 12出上の上器

∩
〕
Ｐ医

2.00m

図13 SA01実測図
0                                5m

b) 掘立柱建物

S B01    5区 南東部から4区西部にかけて確認できた東西 2間 (4.20m)X南北 4間 (7.20～

7.30m)以 上の掘立柱建物で、さらに南側に延びるものと考えられる。また、北側には

1間分 (1.20m)の庇をもつ。桁行主軸をN19.5° Wに採る。

柱間距離は東西方向で Pl― P6間が2.10m、 P6-P7間 が1.90mで 、やや東側の

柱間が短い。また、南北方向ではP2-P3間 の2.30mを 最大 とし、P4-P5間 の

1.20mを 最小とし、概ね1,70～2.00mの 間に収まる。柱穴掘形の平面

形は楕円形あるいは不整な隅円方形で、その方向性は一定していな

い。規模はP5'P7が 最大長軸1,15mで、深さは最大65cmである。

Pl・ 2・ 5'9で は柱材が、 P6・ 8・ 10で は直径20cm Πu後の

柱痕が確認できている。

出土土器にはP14掘形からの口径 13.6cm、 器高4.5cmの須恵器必

G(28)と P12掘形からの須恵器雰 B蓋 (29)が ある。また、柱材

-19-
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Ⅱ.遺構と遺物

のほかに、板材 (34・ 35)・ ヘラ状製品 (36)や加工屑片 (37～ 39)な どの木製品も

出土している。 P7が S Bo2-P61こ、Plが S Bo5-P31こ 、 P2が S B05-P41こ、

P3が S Bo5-P5に、 P7～ P llが S D091こ くヽ ぞれ切 られていることから、この 2

棟の掘立柱建物よりも古 く、奈良時代前半のものと考えている。
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図16 SB01出上の木製品
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1.遺構と遺物

S B02    5区 南東1部から4区西部にかけて確認できた東西 2聞 (4.20m)X南北 4間 (7,20～

7`40■)の掘立柱建物で、桁行主軸をNIB15° Wに採る。今回の調査では唯―の1総柱建

物である。

荘聞距離は東西1方向が1.90～230mで、やや東側の柱間が短く、柱穴も小規模なもの

が多く、東側が鹿を構成していた可能性もある。また、南北方向では中位の2聞分の

柱間距離が1.601mで、北 ,南列1ま210mと 広くなり、不揃いとなっている。

注1穴の掘形の平面形は円形あるいは楕円形で、その規模は長軸が60～70cmで、深さ

は30～蠅cmである.。 P4・ 9では柱材が、P6。 ■ '13では直径15～20cmの明確な柱

W00メZ
|
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Ｆ
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◎
Ｐ
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|
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図17
SB02実測図
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Ⅱ.遺構と遣物

痕が確認でき、 P13では扁平な自然石の礎盤が底部に据えられている。

出土遺物は概 して少なく、 P12か らll面 となる面取 りが明瞭な土師器高必脚部 (40)

が、 P llか らは底径10.4cmの須恵器必 B(41)が出土している程度である。また、 P

7では加工痕が明瞭な杭材様の材が出上している。

これらの出土遺物だけでは俄かに時期を決められないが、 S B01と桁行方位がほぼ

同一で、かつ P6が S Bol― P7を切 り、 S D09イこ切 られていることから、 S Bolよ

りもわずかに時期が降る奈良時代前半の中でもやや新しい時期のものと考えている。

５
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図18 SB02-Pll。 12出 :上の■器

図19 SB02出上の木製品

表5 SB01002出上の木製品 法量と樹種

No. 種 類 遺構・層位 長さcm 幅(直径)cm 厚さcm 樹 種 備考 れI‐ No.
３０

３．

３２

３３

３４

３５

３６

３７

３８

３９

一
４２

４３

４４

４５

柱材

柱材

柱材

柱材

板材

板材

箆状木製品

加工片

加工片

加工片

SB01-Pl柱痕

SB01-P2柱痕

SB01-P5柱痕

SB01-P9
SB01-― P14

SB01-P8
SB01-P4
SB01-― P7

SB01-― P7

SB01-P7

２‐
．

８

８６
．

０

３．
．

２

５‐
．

６

２７
．

８

６５
．

８

‐０
・
７

４
．

８

４
．

９

４
．

６

２０
，

４

・６
。
６

‐９
．

２

‐５
．

５

・４
．

６

‐２
．

６

０
，

８

‐
・
８

２
．

３

２
．

３

18,2

13.4

17.6

10.3

■9

3.1

0.5

■5

0,7

0。4

クリ

クリ

ヒノキ属

クリ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ属

トネリコ属

ヒノキ

ヒノキ

斎串状

７２７８

７２８０

７２４‐

７２６２

７２． ‐

７２６４

７２６５

７２６９

７２７０

７２７．

柱材

柱材 ?

丸杭

柱材

SB02-P4柱痕

SB02-P7
SB02-P7
SB02-P9

４

４

８

３

17.9

7.6

3.2

12.8

17.8

4.8

3.1

14.0
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ヒノキ科

アカガシ亜属
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S B03 4区西部で確認できた東西 1聞 (4604)X南北 4間 (6刑m)以 上の側柱の掘立

柱建物で、桁行主軸はN3.5° Wに採る。南端の柱穴が東西方向で揃っていないため、

さらに南側に2間程度延びるものと推定される。

柱間距離は東西方向のPl― P5間が4.65m、 P2-P6間 が4.60mlで 、並びの悪い

P3-P7間 は■55mと な|っ ている。また、南北方向ではP4-P5間 のと60mを最大

として、Pl― P2間 ,P5-P6間 がZ10mと ほぼ同一距離で、最小となるP6-P

7間が150mである。
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46

図22 SB03-P5出 上の上器 トーーーー_一一一引

柱穴の掘形の平面形は一様ではなく、精円形のものから隅円方形のものがある。そ

の規模は総じて大型で、 P4の長軸1.20m、 短軸1,00mを 最大とする。掘形の深さはP

2の 65cmが最大である。

Plでは最大直径28.4cmの マキ属 と同定された柱材が、 P4・ 6。 7で は直径約

20cmの ヒノキあるいはヒノキ属 と同定された柱材が確認された。また、 P2では直径

0。90mの 円形掘形の底から3段分の根固めの礫群 と直径約20cmの柱痕が確認されてい

る。北東側最上段の礫が欠損することから、この方向へ柱材が抜 き取 られたものと考

えている。P5では円盤状自然礫の礎盤を伴う直径15cmの柱痕が確認されている。

出土土器は概して少なく、P5掘形から出上した口径 10。4cmの須恵器郭△の口縁部

(46)が図化できた程度である。また、Pl(47)。 P4(48)。 P6(49)'P7(50)

の柱材以外にP5か らは削り屑 (51)と棒状の加工木片 (52・ 53)が出土している。

これらの出土遺物だけからは俄かに時期を決められないが、P6が S B02-P9を

切ることから、少なくともS B02よ りも新しいことが判る。また、建物の桁行方位の

違いからも判断して、奈良時代後半頃のものと考えている。(中谷・山本)

表 6 S B03・ 04・ 05出上の木製品 法量と樹種

No. 種類 潰結 ・層付 長さcm 幅(直径)cm 厚さcm 樹 種 備考 螺 ―No.

47

48

49

50

51

52

53

柱材

柱材

柱材

柱材

加工片

加工片

加工片

SB03-Pl
SB03-P4柱痕

SB03-P6
SB03-P7
SB03-P5-③ 層

SB03-P5-③ 層

SB03-P5-③ 層

・
４

・
３
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０
．

27.4
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13.4
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0,8

0.8

マキ属

ヒノキ属

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ科

ヒノキ

面取あり

7288

7286

7212

7234

7281

7282

7289

５５

５６

５７

５８

５９

６０

６‐

６２

柱材

礎盤

礎板

加工片

加工片

加工片

加工片

丸材

SB04-Pl
SB04-P2
SB04-P2
SB04-P2
SB04-― P2

SB04-― P2

SB04-― P2

SB04-― P2

６６
．

０

６
．

５

５
．

２

９
，

０

５
．

０

４
．
．

２
．
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．

９

19.2

6.3

4.2

2.5

■5

1.1

3.6

2.1

・９
．
４

・
・
０

０
，
７

Ｈ

Ｏ
。
４

０
・
５

０
。
４

２
．
３

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

モミ属

面取 あり 7285

7215

7216

7217

7218

7220

7219

7181

63 礎盤 ? SB05-Pl 8.2 9,8 ヒノキ 半面炭化 7279
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S B04

図23

Ⅱ.遺構と遺物

5区束部で確認できたもので、 S B03と 桁行が同一方位 (N3.5° W)で、柱穴が南

北方向に 2間分並ぶことから、掘立柱建物としている。南北長4.20m以 上で、柱間距離

はPl― P2間が2.40mである。柱穴掘形の平面形は隅円方形に近いもので、Plが長

径0,95m、 短径 0。81m、 P2が長径 0。82m、 短径0.76mで、最大深さは0.40mで ある。Pl
では直径20cmの柱材が、 P2では直径25cmの柱痕が確認できた。

出土遺物にはPlの柱材 (55)のほか、 P2掘形出土の須恵器長頚壺の頚部 (54)

と加工屑片 (56～61)がある程度で、 P2柱痕からの柄状の丸棒 (62)も ある。

SB04実測図

山　　　　　　　　　　　　　　　　６２

0 40m

O 20cm    61

図25 SB04出 上の木製品
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S B05    4区西部で確認できた.東西 1聞 (4.30m)X南 北 2間 (4.30m)以上の側柱の掘立荘

建物で、桁行主軸をN3° Wに採る。さらに、北側に延びるものと考えられる。

柱間距離は東西方向がPl― P4間で■35m、 P2-P5 1淳基ゝ |

間で4.30mである。南北方向はPl― P2聞・P4-P5間
が200m、 P3-P4間 力認i304である。

柱穴掘形の平面形は精円形に近いものが多く、最大深さは

P5の 0。55cmである。柱痕の確認できた柱穴はなく、いず
―
れ

も柱材が抜き取られたものと考えている。

なお、Plでは底部から浮いた状態で、加工痕が明瞭で、

全体の1/2程度が炭化した角―材 (63)が出土している。

時期について判断できる遺物はない。P3・ 4・ 5が SB
01-Pl・ 2・ 3を切っており、桁行方位がS B04'05よ り

わずかに東に振っており、その位置関係から重複して併存で

きないことから、S B04・ 05と は大きな時期差はなく、奈良

時代後半には収まるものと考えている。

∞
0            20Cm

図26 SB05-Pl
掘形出上の木製品

Q
|

一
七
〇
０
り
．劇

o                                 5m

111F11

図27 SB05実測図
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S B06

Ⅱ.遺構と畳物

4区中央部で確認できた東西 2間 (4,25五)X南北 2間 (4.65m)の 側柱の掘立柱建

物で、桁行主軸をN5° Wに採る。 P8は調査区外のため確認できていない。

柱間距離は東西方向で約Z10m、 南北方向で約230mである。柱穴の掘形の平面形 t土一

様ではなく、円形に近いものから隅円方形のものがある。その規模は長軸が70～ 80cln

で、深さは40～50cmで ある。 Pl・ 2・ 4では明確な柱痕が確認できている。また、

P7では円礫による礎盤が、P4では拳大の円礫で構成される礎盤が確認されている。

出土遺物は概して少なく、Plか ら須恵器郭B蓋 (64)が、P3か らは底径10.2clmの

須恵器郭B(66)が、P6からも須恵器イB(65)が出上している程度である.。 これ ら

の出土遺物だけからは俄かに時期を決められないが、奈良時代中頃のものと考えている。

Q
///ィ

/ノ

~9P6

ィ

汀

ト

ー

十

１
⑩ P2

図23 SB06実・Rll図

64=翌 現 ぎ

図29 SB06出 土の土器
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S B07 4区1中央部で確認できた.東西2間 似95m)X南北2間 (a35■)の側荘の掘立柱建

1物で、桁行の主軸をNa5'Wに 1採る。P31ま調査区外のため確認できていない。

柱聞距離は東西方向のPl― P3閂が1.65m、 P3-P5間が130mで、南北方向で

は約1お5mである。柱穴の掘形の平面形は一様ではなく、円形のもの|か ら隅H方形のも

のがある。また、その規模はP5の長軸1.05mを 最大として、北側アIの樺穴が大きく、

南側列ではやや規模が小さくなる.傾向がある。深さはP6の0晟血が最大であ―る。また、

Pl・ 3・ 5。 6・ 7では直径郷cm前後の明確な荘痕が確認できている。さらに、P

l‐ 7ではH礫による礎盤が確認されている。

出土―遺物は概して少なく、P ll掘形からの上師器郭Aの日縁部 (67)、 P2か らの直

径■.50mの須恵器壷の口縁部 (68)が図化できた程度である。これら|の 1出土遺物だけ

からは繊かに時期を決められないが、余真時代後半のものと考―え―ている。 (山本)

囲1-

職 2

97
21600m l

q
７

１

王

‐

⑥
Ｐ

図30 SB07実 ,則図

図34 SB07出上の上器
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Ⅱ.遺構と澄物

c)掘 立柱建物を構成しないピット

S P09    4区 中央部で確認された土坑状のピットで、長軸1.13m、

短軸0.61m、 深さ0.52mで 、横断面形は「コ」字形である。埋

土は 2層 に分けられ、下半層には拳大の黄白色あるいは灰

白色の粘土塊が含まれてお り、人為的に埋められたものと

考えられる。

出土遺物には、土師器皿 (69)と 須恵器郭 G蓋 (70)が

ある。 (69)は口径21.lcm、 器高2.Ocmで 、内面には細かい

暗文が施され、底部外面は不明瞭なヘラ削 り調整が施され

る。これらの遺物から奈良時代中頃の追構 と考えられる。

／

‐

王

十
．

S P42

lm

図32 SP09実
'則

図
1淡褐灰色細砂質シルト
2暗灰色細砂混粘土

4区東部の S R01西肩部分に接して確認された土坑状のピットで、長径0。86m、 短径

0.62m、 最大深さ0.47mで、断面形はすり鉢形である。埋土は 3層 に分けられる。

出土遺物には、 3方向に長方形 2段スカシをもつ須恵器高郭脚柱部 (71)と 口径

14,Ocmの須恵器奏の口縁部がある。これらの遺物から奈良時代を遡る時期の遺構と考

えられる。

2高0

図33 SP09出上の上器

図34 SP42実測図と出上の土器
1褐灰色シルト質細砂
2淡褐灰色シル ト質極細砂～細砂 0             1m
3暗褐色ンル ト混細砂

S P44    4区東部の S R01西肩部分で確認された直径0.41m、 最大深さ0,35mの柱穴である。

大型の柱材が南に傾いて検出された。埋土はわずかに細礫を含む灰色シル ト混じり細

砂～中砂である。

出土遺物は直径26.Ocm、 残存高53.4cmの柱材のみで、ヒノキ属材 と同定されている。

かなり劣化が進んでお り、表面観察はやや困難であるが、側面には明瞭に面取 りが施

され、底面もハツリによる加工痕が明瞭で、平坦に仕上げられている。

72
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S P48

国36 SP441出上の構材

図37 SP48実測図と柱虜
1明灰色シルト質細砂

2明記色細砂～中砂

3淡乳灰色シルト混細砂

m

図35.SP“実測図

/   干

‐

，
‐
由
「
Ч
日
――ｌ
ｌｉ
「
イ
ー

■区中央の西よりで確認された直径0,23m、 深さ0`38mの柱穴である。掘形の理土は

淡乳1灰色シルト混じり細砂である。

確認された1柱材は直径15.Ocm、 残存高224cmと 小型で、マン属複維管束亜属と同定

されている|。 遺存状態は悪く、側面の一部に面取りの痕1跡が認められるに1過ぎない。

底面は1加工痕が明瞭である。このほかに出土遺物1ま確認されていない。(山本)

―《藝》―

一ｍ
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Ⅱ.遺構と雄物

S P51    5区 南東端に位置する

直径0.45m、 深さ0。50mの

ピットである。埋土は 3

層に分けられ、そのうち

最上層から押 し潰された

状態で、ほぼ完形の黒色

土器 A類の椀 (75)が 出

上している。この土器の

法量は、日径15.2cm、 器

高 5.6cm、 底径 &2cmで あ

る。日縁端部はヨコナデ

により外傾する平坦面を

つくり出し、高台は体部と底部の境界にやや低 く、若千内湾しながら下方に延びる。

9世紀前半のものと考えられる。(中谷)

S P88    5区北東部で確認した長径1,08m、 短径&75m、 深さ0。42mの構円形のピットで、断

面形はU字形に近い。埋土は4層に分けられ、灰色あるいは淡黒灰色のシルト系で構

成される。柱痕は確認できておらず、自然に徐々に埋没していったものと考えられる。

なお、後述するS P 160と もにS A01の延長線上に位置する。

出土遺物は木製品のみで、モミ属と同定された付け木状の棒製品 (86)の ほかは、

いずれもヒノキあるいはヒノキ属と同定された礎盤様のやや厚みをもつ加工木片 く76

～81)と加工屑 (82～ 85・ 87・ 88)が出土している。土器の出上がないため、詳網な

時期は明確にできない。

図38 SP51実測図
1淡乳褐色シルト混細砂
2暗褐色シルト質細砂
3淡乳色シルト質細砂～中砂

国

Ⅷ

‐‐
Ｈ

ＩＩ

／

岡
卸

８

日
日
日
日
ド
レ

図40 SP88実測図
1灰色粗砂混シルト

質細砂
2淡灰黒色粗砂混シ

ルト
3灰色シルト混粗砂
4淡灰黒色シルト

2.30m

日‐‐日日日日「日日田ヽ
７７
　
０

図39 SP51出土の黒色土器

0           50cm

0             1m

９

岡
日
鵡
賜

Ｄ
鯰
既

②

弱

趨

暖

へ阿脚脚聞り
８４

阿阻旧
腸日▼
８３

図41 SP38出土の木製品
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No. 種 類 遺構・層位 長さcm 幅 (直径)cm 厚さcm 樹 種 備考 覇「―No。
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７８

７９
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８‐

８２
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礎盤

礎盤

加工片

加工片

加工片

加工片

加工片

加工片

加工片

加工片

加工片

礎盤

加工片

SP 88 ②層
SP 88②層
SP 88 ②層
SP 88②層
SP 88 ②層
SP 88 ②層
SP 88 ②層
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SP 88②層
SP 88 ②層
SP 88上里土

SP 88埋土

SP 88埋土
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．

０

１
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２

ヒノキ

ヒノキ属

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

モミ属

ヒノキ

ヒノキ

カモ化

７２４５

７２４６

７２４７

７２４８

７２４９

７２５０

７２５‐

７２５２

７２５３

７２５４

７２２‐

７２２２

７２２３

表7 SP88出土木製品の法量と樹種

S P123

S P124

5区北東部で確認した隅円方形の平面形をもつピットで、 S D08に 東半を切 られ、

S P88の東側に位置する。その規模は東西0.59m、 南北0.50m、 深さ0.20mで ある。埋

土は淡黒灰色シル ト質細砂の単層である。

長さ39.6cm、 幅14.Ocm、 厚さ2.8cmの板材が出土しており、この板材の上層では自然

円礫を 2個検出している。土器の出上がなく、詳細な時期は明確にできないものの、

S D08よ り時期の遡る遺構である。 (山本)

0              1m

l淡黒灰色 シル ト質細砂

図42 SP123実測図と出土木製品

5区中央で確認した直径0,62m、 深さ0.45mの柱穴である。掘形の埋土は淡黒茶色粗

砂混シルトおよび暗青灰色シル ト混粗砂である。淡黒灰色粗砂混シルトあるいは淡灰

黒色シルト質細砂を埋土とする直径23cm、 深さ32cmの 明瞭な柱痕が確認できたものの、

掘立柱建物を構成するには至らない。

掘形埋土からは10点 の加工屑片 (90～99)が出土している。樹種同定の結果、その

ほとんどがヒノキ・ヒノキ属と判明している。

0             20cm
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Ⅱ.遺構と置物

0             1m

Ⅷ

爾

ハ
鞘

ハ
十‐
嘲

ゑ‐ぬ

図43 SP124実 測図と出土木
製品

1淡黒灰色粗砂混シルト
2淡灰黒色シルト質細砂
3淡灰黒茶色粗砂混シルト
4暗青灰色シルト混粗砂

表8 SP124出 土木製品の法量 と樹種

S P125 5区中央部で検出した隅円方形の平面形

をもつ東西0.50m、 南北0.65m、 深さ0.55m

のピットである。埋土は上層に黒灰色 シル

ト系、下層に淡灰色粗砂が堆積 している。

中央部分には柱材の抜 き取 り痕があ り、上

面では須恵器郭 B蓋 と拳大の円礫が数点出

土している。

出土遺物 には針葉樹 と同定 された長 さ

25.5cm、 直径1.Ocmの付け木様の割木 (101)

とヒノキと同定 された長 さ22.lcm、 直径

0.7cmの加工木片 (102)の 木製品がある。

上面から出土した須恵器必 B蓋 (100)は 口

径 17.Ocm、 器高2.6cmで 、つまみをもつ平ら

な天丼部と口縁部の境が稜をもって屈曲し、

口縁部はなだらかに斜め下方に延び、端部

は折 り曲げずにつぶされたように終わる。

これらの遺物から奈良時代後半のものと

考えられる。

2.30m

0             1m

0                10cm

図44 SP125実測図と出土遺物
1淡黒灰色シルト質細砂
2淡黒灰色シルト

3淡灰黒色シルト混細砂
4淡灰色粗砂

２個
　
旧

〕

No. 種類 遺構・層位 長さcm 幅 (直径)cm 厚さcm 樹  種 備考 WV― No.
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９３
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加工片
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SP 124れ主刀柔

SP 124掘形
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ヒノキ
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ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

7235

723儀

723π
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7228
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7230

723L

7232

7233

―-35-―

100



S P160   5区 中央部で検出されたやや不整形な隅円方形の平面形をもつ大型のピットで、そ

の規模は東西0,90m、 南北1.00m、 深さ0.50mである。西寄 りに直径26cm、 深さ30cmの

柱痕状の埋土もみられるが、掘形底都中央に据えられた長径30cm、 高さ18cmの 自然角

礫を礎盤としていた柱材が抜 き取 られた後埋没した結果と考えている。 S P88と とも

に、 S A01の 延長線上に位置する。

埋土からの出土遺物には土師器高不脚端部 (103)と 内面にかえりのつ く須恵器邦 G

蓋 (104)の ほか、クスノキ科と同定された長さ32.Ocm、 直径2.3cmの 柄状の棒材 (105)

やヒノキと同定された角材や加工木片 (106～ 109)がある。これらの追物から奈良時

代前半のものと考えられる。

~103

9            1m

l灰色シル ト混細砂
2黒灰色シル ト

3灰色シル ト

4褐灰色粗砂混シル ト質細砂

5暗灰色粗砂混シル ト質細砂

6黒灰色シル ト

7淡灰色4BI砂

0                 10Cm

104
一ヽ

105

図45 SP160実測図と出土遺物

108

表9 SP160出土木製品の法量と樹種

No. 種類 潰 構 ・ 層付 長さcm 幅 (直径)cm 厚さcm 樹 種 備考 ヽ ―No.
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S P162

S P256

Ⅱ.遺構と遺物

5区中央部で検出された直径1,15m、 深さ0.10mの 平面円形の浅いピットで、南半は

調査対象地外に延びる。埋土は褐灰色シル トで、他のピットと比較 して浅 く、柱穴の

可能性は低い。また、 S Xllか ら連続する遺構 と考えると、 S D09な どと同規模・同

一方位を採 り、一連の遺構群 として把えることも可能であるが、その性格は不明であ

る。

出土遺物で図化可能なものは、長さ85。2cm、 幅14.8cm、 厚さ3.4cmの スギと同定された

板材 (110)のみである。中央部がわずかにくびれた形態で、ほぼ全面に加工が施され、

平滑に仕上げられているが、その用途は不明である。この他には遺物は出土しておら

ず、明確な時期は不明である。

5区中央部で検出された直径0.62m、 深さ0。45mの平面不整円形のピットである。西

端部は S P 2581こ 切 られている。埋土は 3層 に大別できるが、柱痕は確認されていない。

しかし、コウヤマキと同定された長さ10,Ocm、 幅7.6cm、 厚さ2.lcmの加工材 (111)が出

土してお り、柱穴であった可能性がある。この他には、埋土から時期を明確にできる

遺物は出土していない。 (中谷 )

0            10cm

l灰色シル ト混細砂～粗細砂
2暗灰色シル ト質極細砂
3淡黒灰色シル ト質極細砂～細砂

１
４
赳
ド
ー
上
―
―

0       司Ocm

ー

0         1m

図47 SP256実測図 と出土木製品

図46 SP162出上の木製品
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d)溝

S D03 S X06を 切って南北方向に延びる溝状遺構である。最

大幅1.53m、 最大深さ0,13mで、断面形は逆蒲鉾形である。

埋土は暗褐色系のシル ト混じり細砂で、焼土とともに土

器小片がまとまって出土している。

上師器の器種には郭A・ 邦 B・ 皿A・ 皿B・ 皿B蓋・

椀 B・ 高郭・奏などがあり、須恵器にはイ B・ 郭 B蓋 ・

中型の奏外部がある程度である。この他には、棒状有孔

土錘や直径3.6cm、 残存長4.4cm、 重さ62.8gの棒状に仕

上げられた片岩片 (132)も 出土している。

土師器のjTh B(113～ 115)イこついては当地域での類例

が乏しく、詳らかにできない。丸みをもった貼 り付け高

台が底部外面端部に位置する点から、平安時代前期にま

で下るものと考えている。 S X06を切っている点もこれ

を首肯するものであろう。 (山本)

図48 SD03実測図

1暗褐色シルト質極細砂～細砂

2暗褐灰色シルト細砂

表10 SD03出 上の上器 観察表

b   ば

9     2w

No. 種類 器種 口径 器高 底径 残存 胎  土 焼成 色調 その他特徴
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２０
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・２８

‐２９

・３０

‐３．

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

棒状有孔土錘

郷 A
ITh B

不 B
邪 B
皿 A
皿 A
皿 A
皿 B
椀 B
高郭

高不脇l

皿 B蓋

甕

不 B蓋

邪 B蓋

不 B蓋

不 B
郭 B
甕

‐３．６‐２．８‐２．６
・２．０
‐７．６
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９
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一
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４
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２５

２５

２０

３０

３３

２５

２０

５０

１０

３３

‐００

‐７

２０

２０

２５

３３

２０

３３

・００

0.5nun前 後のチャート長石含む

微粒のチャート・石英を含む

微粒のチャート石英・クサリレキを含む

14un前後のチャート・石英を合む

14ul前 後のチャート石英を合む

ほとんど砂粒を合まない

0.5Hulの チャート長石・クサリレキを含む

lmmのチャートをわずかに合む

0.5～ lmmのチャート・石英・クサリレキを合む

0.5mmのチャート長石・クサリレキを含む

lmmのチャート石英・クサリレキわずかに含む

0,5mm前 後のチャート長石合む

1～ 2mmのチャート長石。石英・クサリレキ含む

lmm前後の白色砂粒わずかに含む

1～2mmの灰・白色砂粒を合む

1～2mmの灰・白色砂粒を合む

わずかに微砂粒を合む

lmm前後の白・灰・褐色砂粒を合む

0.5mm前 後の白色砂粒をわずかに合む

0.5mmのチャート長石を合む

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

暗乳橙色

淡橙色

暗乳橙色

暗橙色

淡乳橙色

暗乳橙色

明橙乳色

乳橙色

明赤橙色

暗橙色

暗橙色

暗乳橙色

暗乳色

灰色

淡緑灰色

淡乳灰白色

淡灰色

淡紫灰色

灰色

暗灰色

磨減顕著

図上復元

図上復元

回縁欠損

口縁欠損

12.O g
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Ⅱ.遺構と遺物

116

長
三三二三二][三三]三二三:]::5房子12

~~M18

６

　

　

７

122

価
牌

○‐３‐
回
①
‐３２

イツ/

////////

/″″/

20cm

―-39-―

図49 SD03出上の遺物



S D05

類は

5区北西端に位置し、検出長

“

m、 幅幅―
m、 深さ0.05mの規模で、主軸はN6° W

を指向する。大部分は調査区外に延びているため、全体の規模は不明であるが、近接

するs D06・ 07な どと同様の遺構に|な る可能性が高い。坦土は-2層に分けられる|。 な

お、時期を明確―にできる土器は出土していない。

未製品が2点出土しており、いずれも素材はヒノキと同,定され―ている。●33)1ま残

存長7.6cm、 幅&3cmi厚さ2.lcmの本柄の端の部分で、小日部分の握りが明瞭|こ常1り 出

さ―れている。(134)は残存長47cm、 膨 .4cm、 厚さα3cmの 1薄い板状製品で、中央に

約5mmの穴を穿ってい.る。

図51 SD05出上の木製品

国50 SD05'06実測図

1 暗褐1床色シ71/卜質極細砂～細砂

2 暗褐灰色シルト細砂
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Ⅱ。遺構と遺物

S D06    5区 北西端に位置し、検出長13.5m、 最大幅 1.4m、 深さ0。10～ 0,20mの 規模である。

S D05と 同様に南側が調査区外に延びているため、全体の規模は不明である。また、南

側に向かって徐々に深 くなっているが、これは傾斜があるため削平を免れたものとと考

えられる。この溝もS B01,S B04。 S A01な どと同様に、N9° Wを指向しており、

これらの遺構と何 らかの関係があると考えられる。

埋土からは土師器 。須恵器・緑釉陶器 。漁網錘と多 くの木製品が出土している。(135)

は須恵器郭Aで、口径12.4cm、 器高 3.5cmで ある。底部外面には久損するものの、「大ヵ

垣」の墨書が認められる。また、体部外面にも久損しているものの、「大ヵ」の墨書が認

められる。底部外面は回転ヘラ切 り未調整である。 (136)は須恵器奏の口縁部で、日径

18.5cm、 残存器高 5.5cm。 口縁端部はやや内側に突出し、顎部は緩やかに外湾している。

また、表面には若干の自然釉の付着が認められる。(137)は 緑釉陶器椀で、底径 6.7cm、

残存高1.2cm。 底部は円盤状高台で、釉色は暗青緑色、胎土は淡褐色の軟質である。

(138)は 土師質の管状土錘で、長さ 5。6cm、 幅 1.2cm、 孔径 0。35cm、 重さは 6.8g。

(139)は土師質の有滞土錘で、長さ 5,lcm、 幅 3.Ocm、 厚さ 1.6cm、 重さは25.7g。 胎

土にはチャー トや角閃石などを含んでおり、 (138)と は胎土が異なっている。

(140)は 均整唐草文軒平瓦で、瓦当の一部しか残存していないため、ほとんどの法

量は不明であるが、瓦当厚は 5.Ocmで ある。上外区を肉薄の連珠文で飾 り、左縁と下外

区を線鋸歯文で飾 り、内区を均整唐草文で飾る。瓦当底面は 7.Ocmと 幅が広 く、顎部に

は強いヨコナデによる明瞭な段が見られる。凹面の上端面はヘラ削 りによる隅切 りが

施され、布 目はナデによってスリ消されている。側面は狭端から広端への強いヘラ削

洋 当~437

0                                    20cm
図52 SD06出上の遺物
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りが施される。焼成は硬質である。なお、芦屋廃寺遺跡 (1)に 同籠資料がある。

(141)は軟質の平瓦の小片で、凹凸面ともにナデで仕上げられる。
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Ⅱ.遺構と遺物

表1l SD06出土木製品の法量と樹種

No. 種類 遺構 。層位 長さcm 幅 (直径)cm 厚さcm 樹 種 備考 蝋 ―No.

142

143

144

145

146

147

148

149

150

151

152

153

154

155

156

157

158

159

160

161

162

163

164

165

166

167

168

169

170

171

172

173

柄 ?

丸柄 ?

角柄 ?

丸柄

丸柄

柄

角柄

角柄

狭入り板材

曲物底

角材

板材

板材

板材

丸杭

加工片

割材

加工片

加工片

加工片

加工片

加工片

加工片

加工片

加工片

切断角材

加工片

斎串 ?

加工片

加工片

割材

加工片

加工片

加工片

割材

加工片

割材

加工片

割材

割材

加工片

計里片  |

SD 06-②区

SD 06-④区

SD 06-④区

SD 06-②区

SD 06-②区

SD 06-③区

SD 06-②区

SD 06-③区

SD 06-④区

SD 06-②区

SD 06-②区

SD 06-⑤区

SD 06-⑤区

SD 06-②区

SD 06-②区

SD 06-⑤区

SD 06-②区

SD 06-②区

SD 06-③区

SD 06-③区

SD 06-②区

SD 06-④区

SD 06-④区

SD 06-②区

SD 06-③区

SD 06-④区

SD 06-④区

SD 06-②区

SD 06-②区

SD 06-③区

SD 06-④区

SD 06-③区

SD 06-③区

SD 06-⑤区

SD 06-③区

SD 06-②区

15.0

11.2

3.4

24.4

34.4

8.8

5.0

13.4

10.7

6.2

11.8

19.5

9.1

8.1

21.0

25.6

13.2

10.4

14.6

4.1

4.7

7.4

5.8

5,7

5。7

4。 1

6.8

10.2

5,0

6.9

18.1

19.6

9。2

12.6

8,0

17.0

25,0

10.0

9.6

9.5

21.3

18.6

25,7

2.4

2.5

2.9

2.9

■7

■0

■0

■3

2.2

2.1

■0

3.0

3.8

2.2

5.3

4.2

8.1

4.0

2.6

4.4

■6

2.0

3.4

3.7

5,4

3.1

3.0

1.5

1.1

0.7

1.3

0.5

0,7

■0

1。 1

1.1

■7

0.7

■2

1.1

■5

■0

■2

■3

2.2

■6

■4

■4

0.7

0.6

0.8

0.5

0.5

0.8

0.6

0,9

0.6

3.9

■2

3.8

■6

0,6

0.4

0。5

0.5

■4

■3

2.2

0.7

0,8

0.5

0.7

0,5

0,9

0,4

0.5

0.5

0.6

0.9

■3

0。9

■0

0。9

■3

0.8

■0

1舜

バキ
ヒノキ

ヒノキ

スギ

スギ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ属

ヒノキ

ヒノキ

ツ刑厨

ツガ属

ヒノキ

マツ属複維管束亜属

ヒノキ属

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

アカマツ

マツ属複維管束亜属

ヒノキ

ヒノキ

スギ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

アスナロ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

アカマツ

ヒノキ属

ヒノキ属

瘍モ化

房モ化

炭化

力そ化

炭

　
　

炭

ヒ

　

ヒ

　

　

　

　

ヒ

炭

炭
　
　
炭

7159

7088

7118

7073

7086

7160

7085

7079

7128

7126

7115

7077

7090

7082

7087

7127

7113

7074

7098

7100

7076

7083

7099

7075

7089

7116

7117

7080

7096

7095

7114

7091

7094

7092

7084

7078

7119

7093

7101

7181

7123

7124

7122
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5区西部に位置し、検出長24m、 最大幅 1.5m、 深さ0.10～0.20mで、各所で時期不詳S D07

図54 SD07実測図

1 暗褐灰色小礫混じリシルト質細砂

2 暗灰色細砂

3 暗褐色小礫混じり細砂

ま

柳ゑ
．
如％

如は

獅・ｋ
つ

・獅一‐２キ斡ⅧⅧ
o                   5m
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Ⅱ.遺構と遺物

の松杭に切 られ、北端は攪乱により消失している。この溝 もN10° Wを指向し、直線

的に掘削されている。

遺物は土師器・須恵器・土錘・馬歯・木製品が出土しており、詳細は表12・ 13に譲

る。 (185)は土師器高郭で、ナデ仕上げの比較的浅い邦部と、裾部が大 きく外方に開

く脚部をもつ。 (188)は須恵器郭 B蓋で、内面に墨痕が認められ、転用硯 と考えられ

る。 (191)は須恵器の短顎壷で、胴部は算盤形で、頸部には明瞭な接合痕が残る。

(193～195)は須恵器の奏で、カキロや櫛描波状文など他の遺構の遺物よりもやや

古い傾向がみられる。

187

囲

◎
196

0                                    20cm

図55 SD07出土の上器
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表12 SD07出 土の上器 観察表

No. 種類 器 種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 その他特徴

・８５

‐８６

・８７

‐８８

・８９

‐９０

・９．

‐９２

・９３

‐９４

・９５

‐９６

土師器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

管状土錘

高郭

邦G
邪B蓋

邪 B蓋

不B
高不

壷 A
重A
甕

甕

甕

７．８ｍ
‐８．２３．．‐３９．９６．５

17.55

12.6

15,1

11,7

‐０
・
８

４
．

２

・
・
７

・
・
９

２
．

０

６
．

０

６
．
．

６
．

５

８
．

８

・０
・
５

‐３
．

４

３
．

９

９

．

９

　

　

　

　

　

９

，

８

９

．

０

　

　

　

　

　

　

　

　

　

１

．

５

６５

９０

１６

‐７

２５

９０

２０

２５

３３

２５

・２

‐００

1～ 311ulのチャート長石・石英・クサリレキ合む

lllull前 後の自色砂粒を多く含む

0。5～ l llullの 白色砂粒を含む

lm皿の自・灰色砂粒を含む

0.5Hllll前後の白・灰色砂粒を多く含む

lmmの 白・灰色砂粒を含む

l llllll前 後の白・灰色砂粒を含む

0.511ull前後の白・灰色砂粒を多く合む

0。511ull前 後の白・暗灰色砂粒を多く含む

1～ 311ullの 白・灰色砂粒を多く含む

1～ 21nlllの 白色砂粒を含む

1～ 2111alの チャート石英・クサリレキ含む

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

不良

淡乳橙色

灰色

灰色

灰色

淡灰色

灰色

灰色

淡青灰色

淡灰色

暗灰色

明灰色

淡橙評L色

つまみ欠蜃

転用硯

口縁部欠損

郷都欠損

底部欠損

体部のゑ

84.5 雲

199

フ
イ
　
　
ー

９

図56 SD07出 上の木製品

木製品には (198・ 200・ 201)の薄い板状品が多いが、(199)は側面に長さ4cm、 幅

2cmの袂 りがあり、農工具の柄である可能性が高い。 (中谷)

5区北東で確認した溝状の遺構で、検出長 9.Om、 最大幅 2,3m、 最大の深さ0。23mで

ある。北側と西側の一部を撹乱により欠いているほか、遺構上部も撹乱を顕著に受け

ている。埋土は砂あるいは小礫の混じり具合により2層 に分けられるが、基本的に暗

褐灰色のシルト質細砂である。主軸方向は、N18.5° Wを指向する。このS D08と 、南

側で検出した S D09は ほぼ同様・同規模で、両者は東側の掘立柱建物群からなる区域

を区画する性格をもつ、一連の遺構とも考えられたが、主軸方向にやや違いが認め ら

れる。この違いは時期差によるものと考えられるが、出土遺物からは明確な時期差を

示すことはできない。

20cm

S D08

表13 SD07出 土木製品の法量と樹種

No. 種類 遺構・層位 長さcm 幅 (直径)cm 厚さcm 樹 種 備考 WV― No。

・９７

‐９８

‐９９

２００

２０．

２０２

角柄 ?

板材

丸柄 ?

角材

加工片

板杭

SD 07-①区
SD 07-① o②区間
SD 07-②区

SD 07-②区
SD 07-②区
SD 07-①区

4.9

19。8

27.2

11.1

9.1

13.0

・

５

・

２

・

８

・

８

・

６

・

７

●１

　

＾
ｖ

（Ｚ

　

９
，

　

ハＯ

　

Ａ

）

0。9

0。8

2.3

■0

0.8

■7

ヤブツバキ

ヒノキ

ヒノキ属

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

7130

7176

7133

7131

7132

7163
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Ⅱ.遺構と遺物

遺物は、土師器・須恵器 ■瓦・木製品が出上している。(203)の ように古い時期の

遺物も含むが、概ね奈良時代中頃の遺物と考えられる。須恵器には、邦B蓋内面に墨

痕が認められ転用硯と考えられるもの (204)や、 4点の墨―書土器を含む。(205)は、

邦B蓋内面に墨書が認められるが、判読は不能である。(206。 207)とま郭B底部外面に

墨1書が認められるが、(206)は判読不能、(207)は「少ヵ」と判読できる。(209)は

いわゆる稜椀の底部外面に「畔Jの墨書を施す。体部下半の回転ヘラ削りは丁寧に施

しているが、底部外面は、回転ヘラ切りを施すものと思われるが、その後のナデによ

るものか不鮮明である。稜椀に墨書を施す類例は少なく貴重な例で、丈高な高台も他

に類例を見ない。

式
はほぼには韻けけけけけ

2.500m

1暗褐灰色小礫混じリシルト質細砂
2暗褐灰色シルト質細砂 (淡灰色砂混―じり)

図57 SD08実 測図
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6

8

o                                    20cm

図58
SD08出上の上器・平瓦

表14 SD08出上の上器 観察表

No. 種 類 器 種 口径 器高 底径 残存 胎  土 焼成 色調 その他特徴

２０３

２０４

２０５

２０６

２０７

２０８

２０９

２‐０

２．．

２． ２

土師器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

平瓦

高郭

不B蓋

不 B蓋

邦B
郷B
不B
稜椀

平瓶

甕

一
一
一
・３．９・３．２
・
・７．５・２．２隅
・

６

．

３

・

・

９５

‐

・

３

３

．

７５

３

．

８

‐

・

５

７

．

．

３

．

．

６

．

２

一

８

５

ｏ

３

１

６

９

．

９

，

１０

８

．

９

．

８０

４５

３３

５０

４０

７０

５０

８５

３〇

一

lllull前 後のチャート石英を多く含む

lllull前 後の白・暗灰色砂粒を多く含む

0.5～ lllullの 白色砂粒を含む

lllull前 後の白・暗灰色砂粒を含む

0.511ull前後の白。暗灰色砂粒を含む

lllull前 後の白・暗灰色の砂粒を含む

0.511ull前後の白・暗灰色砂粒を含む

0.511ull前後の白・暗灰色砂粒を含む

lllull前 後のチャート長石・石英を含む

lmm前後のチャート長石・石英を多く合む

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

硬質

淡褐灰色

淡灰色

灰色

黒灰色

暗灰色

灰色

淡緑灰色

灰色

暗緑灰色

淡黒灰色

転用硯

墨書

墨書

墨書 F力』

墨書 Ftt」

口縁部欠損
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Ⅱ.遺構と雄物
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図59 SD08出土の木製品



表15 SD08出 土木製品の法量と樹種

No. 種類 遺構・層位 長さcm 幅(直径)cm 厚さcm 樹 種 備考 恥「―No.

SD 08-②区

SD 08-②区

SD 08-②区

SD 08-① o②区問

SD 08-②区部分

SD 08-① o②区間

SD 08-③区

SD 08-① '②区間

SD 08-①区

SD 08-①区

SD 08-②区

SD 08-①区

SD 08-①区

SD 08-②・③区間

SD 08-②区

SD 08-①区

SD 08-②区

SD 08-② o③区間

SD 08-② o③区間

SD 08-③区

SD 08-①区

SD 08-①区

SD 08-①区

SD 08-② o③区間

12.8

4.5

8。9

23.0

29.4

27.6

12.6

20.4

15.0

10.9

42.2

14.1

10.8

42.4

24.0

14.5

15.1

12.8

21.6

13.3

17.2

18.4

18.2

8.8

75.4

19,3

3.2

5.4

4.0

5.2

10.9

10。 1

12.2

14.8

6.7

7.0

19,9

17.1

32.0

12.4

15.7

2.0

1.8

3.0

2.2

4.5

3.2

2,0

4.4

2.4

■8

4.6

2.0

■3

■8

1.5

1.7

0。9

0,9

0.8

■4

1.1

■6

■0

0.8

12.3

3.6

5,8

4.4

2.6

3.3

6.4

2.2

2,9

6.7

4,1

6.3

2.0

2.5

3.8

3.2

2.5

板 目

力そ化

7111

7112

7141

7164

7154

7166

7148

7165

7162

7139

7110

7138

7103

7167

7142

7137

7143

717D

7171

7147

7107

7109

7108

7173

7292

7134

7169

7140

7106

7105

7102

7172

7155

7145

7104

716■

7135

7146

7144

7168

7136

化

目

炭

板

うそ化

蒻そ化

(212)は 平瓦片で、凸面は縄叩き日、凹面は削 りを施す。側面はヘラ削 りを施す。

木製品や加工木も多 く出上しているが、杭や柄材の他には明確な製品は含まれてい

ない。むしろ割材や加工片などの製作過程の段階で生 じたものが目立つ状況である。

樹種はヒノキ・ヒノキ属が大半を占めるほか、スギやコウヤマキなどの針葉樹が用い

られている。
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S D09

Ⅱ.選構と遺物

5区南東で確認し|た溝状の遺構で、検出長密m、 最大幅 1.8m、 最大の深さ 0.2mで

ある。一部が碗乱や未調査部分にかかるが、ほぼ遺構の全容|が窺える。主軸方向は、

概ねN13° Wであるが、南端部はやや西側に振っており、N25'Wを指向する。SD
08と 有機的な関係にあるものとも考えられたが、前述のように、両者には若千の時期

差が考えられる。また、S Bol`o2と 切り合い関係が認められ、S D09の方が新しい。

遺物は、土師器 。須恵器 。瓦がある。土師器には、血A、 皿B蓋、然B蓋、椀A、

奏―がある。墨書土器1ま 3点確認した。いずれも須恵1器で、1261・ 26妙 1ま郭B蓋内面に

一部が欠損するものの、「騨Jの墨書が認あられる。(261)は ヘラ削りによるほぼ水平

な天丼部に宝珠つまみがつく。(262)も ヘラ削りを施すがやゃ丸みをもった天丼部を

もち、つまみを欠く。(269)はイBの底部外面にやはり欠損するものの、「大ヵ垣」の

文字が確認できた。

(272・ 273)は平瓦片で、いずれも凸面は縄H「 き日、1凹面は布目が認められ、側面

は、狭端から広端へのヘラ削りを施す。(田部)

∂ /
W

1灰責色シルト質細砂
2暗褐灰色シルト■細砂
3暗灰色小礫混じり1細砂

21500m

図60 SD09実測図
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図61 SD09出上の上器

表16‐ l SD09出上の土器 観察表

266

屯
/269

No. 種類 器 種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 その他特徴

２５４

２５５

２５６

２５７

２５８

２５９

２６０

２６．

２６２

２６３

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

皿 A
皿 A
邪 B蓋

皿 B蓋

椀 A
甕

郭 A
邪 B蓋

邪 B蓋

不 B蓋

15.8

20.0

17.5

19,4

19.0

17.1

13.8

14.9

14.8

12.3

６

　

６

　

２

　

７

　

２

　

５

　

１

　

２

　

８

　

３

２

２

２

１

５

５

３

２

一１

一１

３

　

５

　

５

　

５

　

５

　

７

　

５

　

５

　

５

　

５

０

υ

　

一買

υ

　

一氏

υ

　

一つ

０

　

一つ

る

　

一つ

ね

　

一〇

る

　

医

υ

　

・^

υ

　

一ワ

ｒ

lllunのクサリレキをわずかに含む

lllun前後のチャート長石をわずかに合む

lllullの チャートクサリレキをわずかに合む

lllull前 後のクサリレキをわずかに含む

lllull前 後のチャート長石をわずかに含む

2mullのチャートをわずかに合む

lllHll前 後の灰・乳色砂粒を含む

lmm前後の白。灰色砂粒を含む

lllullの 白色砂粒をわずかに含む

0.5～ lllunの 白・灰色砂粒をわずかに含む

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

やや良

やや良

良好

淡乳褐色

暗乳色

乳色

暗乳色

暗乳色

淡乳褐色

淡灰白色

淡乳灰色

淡乳灰色

灰色

酵

騨

童
白
圭
日

墨

墨

内面暗文

つまみ欠損

つまみ欠損
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Ⅱ.遺構と量 物

藤
毒ケ野軍ご叱272

犠

20cm

図62 SD09出上の平瓦

表16‐2 SD09出上の土器 観察表

No。 種類 器種 口径 器高 底径 残存 胎  土 焼成 色調 その他特徴
２６４

２６５

２６６

２６７

２６８

２６９

２７０

２７．

２７２

２７３

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

平瓦

平瓦

郭 B蓋

不 B蓋

邪 B蓋

郷B
IThB

郭B
邪 ?

壺 A蓋

16.7

15.4

14.9

14.2

14.6

8。7

12.4

2.7

1,7

2.7

3.9

4.0

２

．

６

２

．

３

　

一
　

一

10.6

10.2

Ｅ
υ
・

（
υ
・
　

＾
υ
・
　

Ｏ
υ

　

一つ
０

買
υ

　

Ｅ
υ

　

医
υ

　

Ｏ

υ

　

Ｏ
υ

13

45

lmm前後の白・灰色砂粒を合む

0.511ul前 後の白・灰色砂粒を多く含む

0.511ull前 後の白・灰色砂粒を多く含む

lllull前 後の白・灰・褐色砂粒を含む

1～ 24皿 の灰色砂粒を含む

0.5111111以 下の微砂粒わずかに含む

1～211ullの 灰色砂粒を含む

llull前後の白・灰色砂粒を含む

1～ 8Hullチ ャート石英・長石・クサリレキ多く含む

0,5～ 5Hullの チャート石英・長石を多く含む

良好

良好

良好

良好

やや良

良好

良好

良好

軟質

須恵質

淡乳灰色

淡灰色

淡乳灰色

暗灰色

淡乳灰色

灰色

明灰色

灰色

乎L橙色

乳灰色

つまみ焦損

つまみ匁損

墨書FAly垣↓

つまみ焦損
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e)土 坑

S X06   4区 中央部で確認した大型の不整形の上坑で、東半は調査対象地区へ延びる。南北径     十

4.72m、 東西径3.30m以上で、最大深さ1,37mで ある。 S D02お よび S D031こ 切られて     |

いる。最下層から出土した遺物には土師器奏が若千ある程度で、大半を占めるこの他

の遺物は埋土の観察からも花南岩礫とともに上半層に流れ込んだ状態で検出されてい

る。土器群が流れ込んだ後は、徐々に埋没していったことが判る。

出土遺物には土師器郭A・ 郭 B・ 必B蓋・椀A・ 皿A・ 皿B・ 皿B蓋・奏、須恵器

郭A・ イ B・ 郭B蓋・皿A・ 壷A底部・壷A蓋・奏の器種がある。この他には製塩土

器片や加工痕跡の不明瞭な緑色片岩の棒材などがある。これらの遺物の特徴から奈良

時代後半には埋没したものと考えられる。

表17 SX06出上の上器 観察表

No。 種類 器種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 その他特徴

２７７

２７８

２７９

２８０

２８．

２８２

２８３

２８４

２８５

２８６

２８７

２８８

２８９

２９０

２９．

２９２

２９３

２９４

２９５

２９６

２９７

２９８

２９９

３００

３０．

３０２

３０３

３０４

３０５

３０６

３０７

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

製塩土器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

lTN

邪B蓋
lThB

椀A
皿 A
皿 A
皿 A
皿 A
皿 A
皿 A
皿 A
皿 A
皿 A
皿 A
皿 A
皿 A
皿 B蓋

皿 B
甕

甕

甕

不 A
郭 B蓋

郷 B蓋

琢 B蓋

皿 A
壷 A蓋

壷

甕

甕

‐３
．
０

‐２
．
８

‐２
，
５

・６
．
５

‐８
．
４

・８
．
６

‐７
．
３

・６
．
６

‐７
．
７

・７
．
３

‐８
．
５

・４
．
９

‐５
．
０

・５
，
９

‐５
．
０

・５
．
０

２０
．
０

．

１４
．
６

２２
．
６

２８
．
８

14.9

16.5

18.5

17.2

14.0

14.4

２

　

２

９

　

０

|

2.5

5.0

2.4

2.9

2.0

2.0

2.6

2.1

2.7

2.0

15.0

8.6

4.8

■8

7.1

10.8

8.3

12.0

9.5

２５

５０

８０

３３

３３

３３

２５

‐３

３３

５５

４０

８０

１４

４０

２５

４０

２５

・２

２５

・５

‐３

　

５０

５０

３３

２０

２５

６７

３３

６０

５０

1～ 3mmのチャート・長石・石英・クサリレキ含む

0.5～ lmm前後のチャート・石英を含む

lllull前 後のチャート・石英・クサリレキ多く合む

1～ 211ullの チャート石英・クサリレキを多く含む

lnull前後のクサリレキ含む

1～ 311ullの チャート・クサリレキ含む

lllulの チャート長石、1～ 511ulの クサリレキ合む

1～ 311ullの チャート・クサリレキ含む

1～ 311ullの クサリレキ多く含む

lmm前後のクサリレキ含む

0.5～ lllullの チャートをわずかに含む

0.5～ 511ullの クサリレキを多く含む

211ullの チャート、1～ 211ullの クサリレキ含む

0.5～ lmmのチャート長石・クサリレキを含む

lHunHIJ後 のチャートクサリレキ含む

0.5～ lmmのチャートをわずかに合む

lllul前後のチャート石英・クサリレキ含む

0.5～ lmmのチャート長石・クサリレキを含む

1～ 211ullの チャート長石。石英・クサリレキ含む

1～ 24ullの チャート長石・石英・クサリレキ合む

14111前 後のチャート長石・石英・クサリレキ含む

1～ 3Hullのチャート・長石・石英。クサリレキ合む

lllull前 後の砂粒多く合む

1～ 2mmの乳色砂粒を含む

1～ 211ullの 白色砂粒を含む

lmm前後の砂粒わずかに含む

0.5～ lllull前 後の砂粒多く含む

0.5～ 141111の 白色砂粒含む

lllllll前 後の砂粒多く含む

1～鈎mの白・乳・褐色砂粒をわずかに含む

1～2mmの砂粒を含む

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

やや良

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

やや甘

良好

やや良

良好

良好

良好

|:岳

淡乳橙色

暗橙色

暗橙色

淡乳橙色

明乳橙色

淡赤橙色

明乳色

明乳色

暗乳橙色

暗橙色

暗橙褐色

明辛し色

淡乳橙色

橙色

暗赤橙色

暗帽色

暗橙色

明乎L橙色

淡乳橙色

暗乳褐色

明乳色

淡乳橙色

淡乳灰色

|

磨減顕署

端部欠損

スス付着

底部のみ

車輪文叩き
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1.遺構B遺物

0                                                       2m

図63 SX06実測図

淡乳灰色シルト混細砂～中砂             2 暗乱尿色シルト混種細砂
―～細砂

淡乳黄灰色シルト混綿砂～中砂 (指頭大の焼土塊含む)4 暗褐色シ.ル ト質極細砂～細砂
浚乳尿色シルト混極細砂～細砂            6 暗乱灰褐色シルト混細砂
淡褐色シルト質極細砂～紬砂            s 淡灰白色シルト混極剤砂
淡黒反色シルト混極細砂～細砂 (5～ 30 11BIll大 の炭多量)lo 乱褐色シルト質細砂～中砂 (炭の微粒含む)

暗乱褐色組砂混シルト                12 淡乳色シルト混細砂
淡灰色シルト混種細砂～細砂 (3～ 5111111大 の炭多く含む)14 淡黒灰色シルト質細砂～申砂 (5 mlll前後の夙多し)
1暗灰色シルト質極細砂～細砂 ●～5即大の威含む)  A 淡乳灰色シルト質粧紬砂～ilm砂 (s D 02埋土)

博
・∞
０
０
ヨ

１

３

５

７

９

１１
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・５

2.600m

♂苺
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図64 SX06出 上の上器 (1)
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Ⅱ.遺構と這 物

9
300

304

302

匹]65

S X04

市 ¬ 三_「 側4

0                                     20cm

SX06出上の上器 (2)

2区北西隅で、 S R01の西肩上端に接して確認した不整形の落ち込

みである。東西2。 16m、 南北0,96m以上、最大深さ0.18mで、北半部が

調査区外に延びる。坑底にはやや凹凸が認められ、直径25cm、 深さ

8cmの ピット1基があるほか、西側が一段深 く掘 り込まれている。

埋土は暗灰褐色シル ト質細砂で、土師器 。須恵器の小片が出土して

いる。土師器皿Aの 口縁部 (275)の特徴からみて、奈良時代後半の

ものと考えられる。

S X04と 同様に、 S R01の西肩上端に接 して確認した隅円方形の落

ち込みである。南北長2.02m、 東西長0.74m、 深さ0.16mの掘形に、最

大長 1.36m、 高さ0.47mの 花闘岩礫が据えられている。埋土は直径 5

mmの炭粒を含む暗灰褐色シル ト質細砂で、土師器・須恵器の小片が

わずかに出土している。 (山本 )

=三
≡=房

77:74

フ 5

=≦≧些当 276
0     5om

―図66 SX04
出上の上器

||||| イ///サ

S X05
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S X07

S X08-12

図68
SX08～ 12出土の上器

5区北西隅に位置し、 S D051こ 一部を切 られている。

長径1.71m、 短径1.00m、 深さ0。13mの不整楕円形の上坑

である。埋上の暗灰色シル ト質細砂からは木製品が出土

している。

(308)は最大長13cm、 幅1.6cm、 厚さ 1.6cmの 棒状

木製品で、ヒノキ材と同定されている。農工具の柄と考

えられる。(309)も アカガシ亜属と同定された柄と考え

られ、最大長 7.4cm、 最大幅 2.8cm、 厚さ 1.8cm、 (310)

は最大長9。3cm、 直径2.3cm。

4区西部で確認したほぼ座標北方向に並ぶ不整形な土

坑群である。いずれも幅 1.5m前後で、深さ0,05～0.10m
図67 SX07出上の木製品

前後の規模である。長さは調査区外に延びているものもあるが、2.5～ 4.5mである。こ

れらの埋土は暗灰茶色シル ト質細砂を主体として、ほぼ同様の土質であり、レンズ状

の堆積をみせている。これらの特徴から、 S X09以外は一連の遺構と考えている。な

お、 S X09は やや方向性が異なり、 S AOl― Plを切っていることから、これらより

も新しい遺構と考えられる。

遺物はいずれも小片で、土師器・須恵器などが出土している。

(312)は S X08か ら出土した須恵器必Bで、底径 9。2cm、 残存高 2.4cmである。高

台は体部と底部の境界からやや内寄りに貼 り付けられ、わずかに外方に踏ん張った形

態である。

(313)は S X10か ら出土した須恵器郭B蓋で、残存高1.7cmである。わずかに九み

をもつ天丼部から届由して延びる口縁部をもつ。(314)も S X10か ら出土した須恵器

郭 Bで、底径8.8cm、 残存高2.3cmで ある。高台は水平で低 く、底部外端部に貼 り付け

られている。

(315)は S X12か ら出土した須恵器不Bで、底径10.8cm、 残存高 1,9cmで ある。高

台は低 く、やや外方にやや踏ん張っている。(316)も S X12か ら出土した須恵器不B

で、高台は水平で低 く、接地部分では外方に広がる。

以上の出土遺物から、 8世紀前半～中頃のものと考えている。(中谷)

308

2工 割 3   14

二重≡≡≡≡≡主__二 聖甍

「
55

彗 316

o                                    20cm
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Ⅱ。遺構と遺物

SX12

2.塁迪m    ～_

図69 SX08～12実測図
1暗仄色シルト質細砂
4暗灰茶色粗砂混じ―リシルト

2淡黄灰色極細砂―llM砂

5暗尿茶色シルト質細砂
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Ⅱ.選構と遣物
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S P44を切って流れていることから、奈良時代後半には流下し始め、平安時代中期ま

でには埋没していたものと考えられる。

西肩にほぼ平行して14本の杭材で構成された2列の杭列―が確認できている。杭 1～

杭 5,杭 10～杭12は ほぼ直線状に位置し、杭 5-杭 10間 を除いては約1.4～ 1.6mの |一定

の間隔で杭が並んでおり、護岸に供されたと考えられる.が、横木は全く確認されてお

らず、その構造は明確にはできない。また、抗 6～杭 9・ 杭13も 0,3～ 1,4m間隔ではぼ

直線上に位置しているが、杭材の細いものがそのほとんどである。杭材には先を尖ら

せたものと、あたかも柱材を転用したかのような底面が平坦|な ものやホゾ穴の開けら

れた材も含まれているものの、本来の形状の窺えるものはない。

さて、S ROlの埋土は図70に示すとおりで、暗褐灰色系の細砂質シルトあるいはシ

一キ

―

熱も11
鰺 司0

ヒ 莞 12

o                              5m

図72 SR01西岸の杭列実測図



Ⅱ.遺構と逮 物

―

―
B協

―                    _s

０
曲
∞
　
　
・

‐
―

一
ヤ

ー ー
↓

~

=正

三フ轟

一【＼～【一
―-63-―



表18 SR01西岸の杭材の法量と樹種

No, 種 類 遺構・層位 長さcm 幅(直径)cm 厚さcm 樹 種 備考 報 ―No.

３‐９

３２０

３２．

３２２

３２３

・

３２４

３２５

・

３２６

３２７

３２８

３２９

３３０

３３‐

丸杭

丸杭

丸杭

丸杭

割材

サンプル

丸杭

丸杭

サンプル

丸杭

割材

丸杭

丸杭

丸杭

丸杭

SR 01-杭 ①

SR 01-杭 ②

SR 01-杭 ③

SR 01-杭 ④

SR 01-杭 ⑤

SR 01-杭 ⑥

SR 01-杭 ⑦

SR 01-杭 ③

SR 01-杭 ③

SR 01-杭 ⑩

SR 01-杭 ①

SR 01-杭 ⑫

SR 01-杭 〇

SR 01-杭 ⑭

SR 01-杭 〇

１

　

２

　

０

　

４

　

０

　

０

４８

４３

４６

２７

‐６

２９

20。 3

27.4

28,7

28.4

25.3

23.6

18.2

9.6

13.8

10.0

12.2

14,8

10.2

4.9

15.0

5,4

15。4

7.6

9.7

4.4

４

　

８

9.1

12.9

9.8

10.8

9.8

14.8

4.0

14.9

6.4

7.0

3.7

マツ属複維管東亜属

マツ属複維管束亜属

マツ属複雑管束亜属

アカマツ

ヒサカキ

ヤマモモ

ハリゼFリ

タイミンタチバナ

ヤブツバキ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

ヤマモモ

サカキ

シイ属 ほぞ穴有

６９６５

６９６６

６９６７

６９６８

６９６９

・

６９７６

６９７５

・

６９７‐

６９７２

６９７４

６９７０

６９７７

６９７３

出土遺物

土師器

ル ト混 じり細砂を主然 として埋没してお り、極細砂あるいは細砂の薄層と互層を成し

ている。遺物の出土量についての偏 りはなく、ほぼ全域で満通なく出土している。こ

れらの多量に検出できた遺物群は西側に立地する掘立柱建物を含む遺構群からのもの

も含んでいるとは考えられるものの、むしろ上流から運ばれてきたものがその大半を

占めていると考えている。

以上のように、この流路は後世に「東川用水」(2)と 呼ばれた水路筋とほぼ同一コース

を採る流路と想定でき、海岸線にも近づいている今回の調査地点辺 りからは川幅も

徐々に広がり、流れも緩やかになっていたものと推定できる。

出土遺物には土師器・黒色土器 。須恵器・施釉陶器・漁網錘・瓦 (軒瓦を含む)・

木製品 (木簡を含む)・ 石製品・鉄製品があり、多量かつ多岐にわたる。土器類の法

量は観察表 (表19)に示したとおりである。

土師器には郭A・ 椀A・ 皿A・ 高邦・奏 。鉢・飯蛸壺などがある。

(336)は 精良に仕上げられた椀Aで、底部外面に不整方向ヘラ削り、口縁部外面に

ヘラ磨きが施される。

高郭 (337～ 339)は 口縁部の形態が不明。脚部の長脚化が顕著で、脚柱部外面はヘ

ラ削りによる明確な面取 りが施され、内面は絞り痕が確認できる程度である。

奏では全形の窺えるものは少ない。いずれも口縁部を「く」字形に外反するもので、

口縁端部に明確な面をもつものが多い。外部は下膨れの丸胴に近いもの (345)と 長胴

と考えられるものが混在している。外面は概して縦刷毛調整、内面は刷毛・板ナデ・

ナデ調整などさまざまである。

(349)は 黒色土器A類の高台をもたない椀で、内面見込みは一定方向ヘラ磨き、体

部内面は横方向ヘラ磨き調整で、日縁部はヨコナデである。体部外面は指頭圧痕を含

むナデである。(350)も 黒色土器A類の椀で、やや外方に踏ん張る丸みをもった高台

を有する。

―-64-―
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須恵器

Ⅱ.遺構と遺 物

須恵器では、郭 G・ 郭 G蓋 ・郭A・ 必 B。 必 B蓋 ・皿A・ 椀・無蓋高郭・圏脚

「

面

硯 。壷A・ 壺A蓋 。横瓶・平瓶・鉄鉢・奏・飯蛸壷などがある。

(352)は郭 G蓋 としているが、つまみのないもので、郭身かもしれない。天丼語外

面はヘラ切 り未調整で、深黄緑色の自然釉をかぶる。 (382)は底部を欠損する把手 付

椀の破片で、断面隅円方形の把手が全体にやや垂下気味に貼 り付けられる。内外而 と

もに深緑色～乳黄色の自然釉をかぶる。

(383～408)は墨書土器で、 (394・ 395'396・ 403)に「酵」の文字の一部が判読Cき

る。この他には (386)の「大ヵ西」や (391)の「東」などが判読できる。

(409)は 圏脚円面硯で、脚端部は欠損しているが、脚部に「十」字形のスカシと晨 方

形スカシが交互に配されるものとして復元できる。

(427～430)は硬質の緑釉陶器で、いずれも小片である。 (431)は灰釉陶器の決 皿

の口縁部である。

以上のように、供膳形態の郭を中心とする器種の特徴からみて、 7世紀後半代に始

まり、奈良時代前半～後半を中心とし、平安時代前期の資料までを含んでいると考 え

られる。

導         
一
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表19…1 SR01出上の上器

No. 種 類 器 種 口径 器高 底径 残存 胎 土       1焼 成 色調 その他特徴
３３２

３３３

３３４

３３５

３３６

３３７

３３８

３３９

３４０

３４．

３４２

３４３

３４４

３４５

３４６

３４７

３４８

３４９

３５０

３５．

３５２

３５３

３５４

３５５

３５６

３５７

３５８

３５９

３６０

３６‐

３６２

３６３

３６４

３６５

３６６

３６７

３６８

３６９

３７０

３７‐

３７２

３７３

３７４

３７５

３７６

３７７

３７８

３７９

３８０

３８‐

３８２

４０９

４． ０

４‐‐

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

黒色土器

黒色土器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

|

郭

不A
郷A
椀 A
皿A
高郷

高郭

高邪

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

鍋

椀

椀

郷H蓋
lTXG蓋

邪 G蓋
郷G蓋
lThG?

郭G?
邦G?
郭G?
郭A
邪A
イA
郭A
郭 B蓋
邪 B蓋
邪B蓋
郭B蓋
郭 B蓋
邪 B蓋
郭B
郭B

‐０
・
４

‐４
．

２

・３
．

７

・５
，

０

‐６
．

０

一

一

一

２．
．

８

２４
．

４

・６
．

２

・５
。
９

２６
。
９

‐９
，

０

２５
．

４

２７
．

７

２２
．

６

・５
．

２

8.8

8.3

11.2

12.4

9.3

9.8

9,0

10.2

11.0

11.4

12.8

13.0

14.5

13.5

14.8

17.9

13.5

14,6

13.0

15.3

12.4

15,0

16.5

14.6

13.5

12,6

14.0

17.1

14.2

12.6

12.4

17.8

12.1

11.2

4.2

3.3

3.2

3.6

■8

13.4

13.1

3.3

5.4

5。3

4,3

8.3

9,7

18.6

15.7

8.3

9.7

4.1

3.2

3.2

2.0

2.8

3.2

3.3

4.6

3.8

3.6

3.5

3.7

3.5

3.2

3.4

2.4

3.1

1.5

2.9

2.3

4.4

3.8

3,7

4.1

4.9

3.9

4.4

4.0

2.9

2.8

3.1

4.7

8.8

3.6

4。4

3.1

9.0

7.9

8.8

11.3

11.8

7.9

10。2

8.5

8.1

12.2

10.0

9。 1

4.7

４５

‐７

６７

３３

‐７

８５

６０

２５

２５

３３

２０

２５

‐３

３３

３３

２５

６７

２５

２０

２５

３３

２０

１５

２０

４５

２８

３０

３３

３３

３０

１５

４５

３３

３０

３３

３３

４５

３５

３５

２０

６５

３０

３５

３３

２０

２５

３０

１２

３５

・７

６７

３３

２０

２０

1狙m前後のチャート・長石・石英・クサリレキ含む

0,5～ llullの チャート・石英・長石・クサリレキを合む

lmm前後のチャート石英を含む

l14mのチャート石英わずか、クサリレキ多く含む

0.5～ lmmのチャート長石を含む

1～2mmのチャート・クサリレキ含む

0.5～ lllullの チャート石英・クサリレキを合む

lllul前後のチャート長石を含む

微砂粒をわずかに含む

1～ 211ullの チャート・長石を多く含む

lnlll前後のチャート・石英を合む

1～21111nの チャートクサリレキ含む

1～ 211ullの石英・チャートクサリレキを多く合む

1～ 21ullの 石英・チャートクサリレキを多く含む

1～ 2111111の チャートを多く合む

0.5～ lmmのチャート長石・石英を多く含む

2皿m石英・チャート・長石、541Hlクサリレキを多く合む

lmm前後のチャート石英・クサリレキ含む

0.511ullの乳白色砂粒をわずかに含む

lllulの 白色砂粒をわずかに合む

1～ 211ulの 白・灰色砂粒を含む

1～ 311ullの 乎L白・灰色砂粒を含む

lllull前 後の白色砂粒を合む

1～ 2mmの 白色砂粒を合む

1～ 311ulの 白色砂粒を含む

0.5～ lllllllの 自・乳・灰色砂粒を合む

lllulの 乳白色砂粒を合む

0,511ull前後の子L白・灰色砂粒を含む

0.5111111前 後の白色砂粒を多く含む

lllullの 白色砂粒をわずかに含む

0.511ullの乳白色砂粒をわずかに含む

0.511ull前後の乳白・淡褐色砂粒を含む

211ullの 乎L白色砂粒を合む

0.5～ lllullの灰・褐色砂粒を多く含む

0.511ullの 白色砂粒をわずかに合む

0.5～ lllullの乳白・灰・乳色砂粒を含む

lllulの 白色砂粒をわずかに合む

1～ 2mHlの 白・灰色砂粒を多く合む

1～ 211ulの白・灰・褐色砂粒を含む

黒色微砂粒をわずかに含む

0.5～ lmmの乳白色砂粒を含む

1～ 2mmの 白・乳白色砂粒を含む

0.5～ llnnlの 乎L白 。白色砂粒を含む

lllul前後の白・灰色砂粒を含む

llllm前後の乳白色砂粒を合む

lllllll前 後の白色砂粒を含む

白色微砂粒をわずかに含む

llllll前 後の白色砂粒をわずかに合む

1～ 2mlllの白色砂粒をわずかに含む

0.511unの ¥L白色砂粒をわずかに含む

lllull前 後の白・灰・褐色砂粒を合む

1～ 211ulの乳白色砂粒を多く含む

lmmの 白色砂粒を多く含む

0.5～ lllunの 乳白色砂粒を含む

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

やや良

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

やや良

良好

良好

良好

良好

やや良

良好

やや良

良好

良好

暗乎L褐色

淡乳色

乳色

平L色

暗褐色

嗜乳橙色

淡乳色

日音乳色

暗乎L褐色

乳褐色

明乳色

暗乎L褐色

明乳橙色

淡乳赤橙色

暗乳褐色

暗乳色

明乳色

暗乎L色

暗褐色

灰色

淡青灰色

灰色

灰色

淡青灰色

灰色

暗緑灰色

暗緑灰色

淡灰白色

灰色

灰色

明灰色

灰色

暗青灰色

淡灰色

暗緑灰色

暗緑灰色

暗緑灰色

暗緑灰色

暗灰色

淡乎L灰色

暗緑灰色

暗緑灰色

暗緑灰色

類

類

Ａ

Ａ

つまみ欠損

つまみ欠損

口縁部欠損

把手付

脚部欠損

脚部欠損

つまみ欠損

最大径21.0
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Ⅱ.遺構と遺物

表19‐2 SR01出上の上器 観察表

No. 種類 器種 口径 器高 底径 残存 胎 土 焼成 色調 その他特徴
412

413

414

415

416

417

418

419

420

421

422

423

424

425

426

427

428

429

430

431

432

433

434

435

436

437

438

439

440

441

442

443

444

445

446

447

448

449

450

451

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

緑釉陶器

緑釉陶器

緑釉陶器

緑釉陶器

灰釉陶器

土師器

須恵器

土師器

管状土錘

管状土錘

管状土錘

管状土錘

管状土錘

管状土錘

管状土錘

管状土錘

管状土錘

管状土錘

管状土錘

管状土錘

管状土錘

棒状有孔土錘

棒状有孔土錘

有溝土錘

有溝土錘

飯蛸重

飯蛸壼

指輪 ?

前
誠
叡
諄
誠
鰤
諄
誠
珈
鰤
甕
甕
甕
甕
甕

９
，
９

一

一

・

・
‐２
．
０

‐７
．
０

‐３
．
８

・
２０

。
８

‐８
．
６

２４
．
６

‐９
，
８

２８
．
６

３８
．
７

‐６
．
２

・

・

・
‐５
．
６

４
．
．

一
４
．
４

０
。
９

・
，
２

Ｈ

‐
・
３

‐
・
３

・
・
３

‐
・
３

・
２

・
５

・
３

・
８

・
３

・
３

・
２

・
６

ユ

。
３

一
　

１
■
　

１
■

　

つ
υ
　

つ
０

　

刀
生

　

刀
４

　

１
■
　

１
■

　

刀
生
　

う
る

6.6

4.1

10。9

9.0

3.7

4.7

4.9

13.8

10,7

3.8

6.6

6.9

9.3

7.2

12.9

■7

2.1

■3

■6

■8

10.5

5.6

3.9

3.1

4。2

3.9

4.4

4.7

4.3

6.1

5.1

5,4

6.8

7.7

7.6

9,4

6.3

6.1

7,2

4,7

１

　

８

０
じ
　
力
■

８

　

６

　

７

　

８

　

７

５

　

５

　

８

　
８

　

３

９

　
８

　

６

９

　

８

　

５

３０

４０

３０

３３

２５

２５

‐２

２５

・７

‐０

３３

２０

２５

２５

３３

５

１７

‐２

３３

６

９５

５０

８５

lllllll前 後の自・灰色砂粒を含む

0.5～ lllullの 白色砂粒を合む

lllllll前 後の白・灰色砂粒を含む

1～ 21ullの乳色砂粒を含む

0.5m■前後の白色砂粒を含む

lmm前後の白色砂粒をわずかに含む

黒色微砂粒をわずかに含む

1～ 211ullの 乳白・黒色砂粒を多く含む

1～ 211ullの 乳白色砂粒を多く含む

lnullの 白色砂粒をわずかに合む

lllull前 後の白色砂粒をわずかに含む

lllull前 後の白色砂粒を含む

1～ 311ullの 乳白・灰色砂粒を含む

1～ 211ullの 乳白色砂粒を合む

lllllllの 白・黒色砂粒を含む

砂粒を含まない、堅緻

白・灰色微砂粒をわずかに含む

0.5111111のチャートを合む

砂粒を含まない、堅緻

0。5mmの 白・灰・黒色砂粒を含む

1～2mmの 石英・チャート長石・クサリレキを合む

llnlll前 後の灰色砂粒を含む

0.511ull前 後のチャート・長石を合む

lllullの チャート・石英わずかに含む

lllull前 後のチャート長石・石英

ほとんど砂粒を含まない

lm■のチャート・長石を多く含む

0.511111の石英・長石

0.5111111のチャート長石

0.5～ lmmの チャート長石

ほとんど砂粒を含まない

0.5mm前後のチャート長石

lllull前後のチャート長石・石英・クサリレキ

1～ 211Ellの チャート石英。長石

1～ 211ullの チャート石英・長石を多く含む

0.5～ lllullの チャート長石・石英

lmm前後の石英。長石を多く合む

0.5～ 21ullのクサリレキを多く含む

1～ 21ullのチャート石英

ほとんど砂粒を含まない

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

やや良

良好

良好

やや良

良好

良好

硬質

硬質

硬質

硬質

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

明灰色

暗青灰色

灰色

暗青灰色

灰色

灰色

灰色

暗褐灰色

暗青灰色

淡灰白色

明灰色

灰色

暗緑灰色

灰色

明灰色

淡黒緑色

黒緑色

濁黄緑色

淡黒緑色

淡乎L灰色

淡灰色

灰色

淡灰褐色

淡乳色

暗乳色

淡乳橙色

暗乎L色

淡乳帽色

淡褐色

暗乳褐色

暗乳色

暗乳色

淡赤橙色

淡乳褐色

暗乎し色

暗乳褐色

淡橙色

暗乳色

淡乳色

暗乳色

最大径12.3

最大径 9,6

最大径15,9

最大径19,6

最大径22.9

重さ195.3g

重さ78.lg

重さ34.2g

重 さ1.4g

亘室さ4.2g

亘室さ4.8g

重さ4。2g

亘きさ6.2g

重さ7.lg

重さ8.2g

重さ5.2g

亘室さ8.9g

重さ69,3g

重さ90.8g

重さ124.6g

重さ150,3g

重さ10,7g

重さ17.Og

重さ92.lg

重さ20.後

図77 SR01出土の上器 (4)
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Ⅱ.遺構と遺物
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(434)は 土師質の指輪あるいは指貫を想像させるものであるが、判然としない。

漁網錘は全容の窺えるものを図化 した。管状土錘 (435～ 447)。 棒状有孔土錘

(448・ 449)。 有溝土錘 (450・ 451)がある。

Ａ
Ｍ
Ⅷ
Ｖ
０
４４３
　

　

・　
　
　
　
　
　
４７

肝
世

耐
Ｕ

Ｑ

耐
凹

◎
４４６

Q5

∩
Ｕ
⑥
４４４

▼
~~¬   た27

＼

〔
‐――‐
キーー‐
Ｕ

①
４４‐

Ｒ
ＩＩＩ‐
Ｕ

◎

４４０

Ｒ

・
‐――‐
Ｗ
〕
①
４３９

品
―――Ｉ
Ｕ

⑥
４３８

∩
判
Ｕ

③
４３７

Ｒ
判
Ｕ
◎
４３６

４

Ｕ

。

４３５

―

Φ

451

-71-―



瓦 (452～ 458)は中房に 1+8の蓮子を配し、19葉 の肉薄の細弁を内区に配し、界線

で画した外区にはまばらな連珠文帯が巡る単弁19葉蓮華文の軒丸瓦。周縁は直立気味

にたちあがり、上面は丸く収める。瓦当面径は17.Ocm。 胎土には 1～3mm大のチャー

ト・石英・長石を多 く含み、色調は淡乳褐色～暗乳色で、いずれも2次焼成を受けて

いる。芦屋市芦屋廃寺遺跡 (3)の ものと同籠と考えられ、芦屋市津知遺跡でも出土が知

ら身ιる (4)。
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o                                   20cm

図80 SR01出上の軒瓦
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Ⅱ.遺構と貴物
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図81 SR01出上の九瓦
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木製品

木簡の釈文

と内容

Ⅱ.遺構と遺物

(454・ 458)は瓦当面と丸瓦の接合の観祭できる資料で、広端面を横方向のヘラ削

りで仕上げた瓦当面径よリー回り小さい丸瓦の丸瓦を瓦当裏面に押し当て、内外面に

粘土を補充する単純な接合方法である。

(459)は法隆寺式の均整忍冬唐草支軒平瓦で、宝珠形の中心飾の一部と向かって左側

の第一結節部が残存する。瓦当面は摩滅が顕著で、顎は直線的である。胎土には 1～

3mm大のチャート・石英・長石を多 く含み、色調は暗乳色である。芦屋廃寺遺跡 (第

62地点)の資料 (5)と 同籠と考えられる。芦屋廃寺の創建期に近い時期のものであろう。

2次焼成を受けている。

丸瓦・平瓦ともに、全容を窺える資料はない。丸瓦は概して凸面が縄目叩き、凹面、

が布日で仕上げられる。平瓦は概して凹面が布目で、凸面はやはり縄目叩き仕上げで

ある。広端面・狭端面 。側面はいずれもヘラ削りが施される。

木製品は多量かつ多岐にわたる。中でも木簡の出土は特筆できる。

木簡 1 。「勘 戸主椋人安道米萱斗国儲

承和十月十日椋人稲継 合・」
。「勘 合」

木簡2 「九々八十一 人九七十二」

木簡4 〔水力〕

「□

221× 29X3

132X18X5

(73)X(6)× 6

Oll型式

011型式

圃
困
円
円
同
同
国
因
円円
円
円
）
酌
４７４

―
0 10cm

図83 SR01出上の本簡
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図84 SR01出上の本製品 (1)



Ⅱ.遺構と遺物

表20-l SR01出上の木製品の法量と樹種

No. 種類 潰繕 ・ 層侍 長さcm 幅(直径)cm 厚さcm 樹 種 備考 lヽr‐ No,
３

　

４

　

５

７

　

７

　

７

４

　

４

　

４

木簡

木簡

木簡片

暗灰色シル ト

暗灰色シル ト質細砂

暗灰色シル ト

■

　

・
２

３

２２

‐３

７

．

2.9

■8

0.6

ツ刑目

ヒノキ

ヒノキ

４

　

９

　

８

９

　

２

　

８

６

　

７

　

６

476

477

478

479

480

481

482

483

484

485

486

487

488

489

490

491

492

493

494

495

496

497

498

499

500

501

502

503

504

505

506

507

508

509

510

511

512

513

514

515

516

517

518

519

520

521

下駄

角柄 ?

木皿

皿

皿

曲物底

曲物底

桶底板

加工片

板材

板材

人形 (頭 )

人形 (胴 )

人形

割材

丸材

丸材

角材

杭

丸材

丸杭

丸杭

丸杭

板材

板材

角材

加工片

板材

板材

板材片

板材

板材

板材

板材

柄

材

　

孔
　
　
　
　
　
　
？
・
　

柄

　

鍾

角

柄

有

柄

柄

柄

柄

柄

柄

丸

箆

木

暗灰色シル ト

暗灰色シル ト

暗灰色シル ト

暗灰色シル ト質細砂

暗灰色シル ト

暗灰色シル ト

暗灰色シル ト

暗灰色シル ト

暗灰色シル ト質細砂

灰色中～粗砂

暗灰色シル ト質細砂

淡灰色砂

暗灰色シル ト質細砂

暗灰色シル ト

暗灰色シル ト

暗灰色シル ト質細砂

暗灰色シル ト質細砂

淡灰色中～粗砂

暗灰色シル ト

暗灰色シル ト質細砂

暗灰色シル ト質細砂

暗灰色シル ト

暗灰色シル ト

暗灰色シル ト質細砂

暗灰色シル ト質細砂

暗灰色シル ト

暗灰色シル ト

暗灰色シル ト

淡灰色砂礫

暗灰色シル ト質細砂

乳褐色砂

暗灰色シル ト

暗灰色シル ト

淡灰色砂礫

暗灰色シル ト質細砂

暗灰色シル ト

暗灰色シル ト

暗灰色シル ト

暗灰色シル ト

暗灰色シル ト

暗灰色シル ト

暗灰色シル ト

暗灰色シル ト

嗜灰色シル ト

暗灰色シル ト

暗灰色シル ト質細砂

7.1

11.2

8.5

12.7

13.2

7.9

16.6

14.7

16.1

20,9

25,7

11.4

18.3

25.6

14.5

19.0

11.6

10,0

16.6

16.0

19.8

25。2

22.0

7.4

23.9

26.2

14.8

11,1

28.5

8.8

10.9

10.6

13.9

22.8

24.7

11.5

6.9

9。4

5.0

6.1

8.6

6.6

12,0

10.3

14.7

8.2

1.1

2.7

■0

■7

■9

■4

2.1

2.0

■8

■3

■8

3.7

7.5

2.6

5.6

7.3

2.9

2.4

6.0

3.4

2.2

6.3

5.4

5,4

4.5

7.5

■8

3.1

4.5

3.5

4.1

4.5

4,7

4.7

3.4

2.1

■9

2.3

2.1

■8

3.5

0,8

2.0

2.1

2.4

2.4

0,7

1.3

0.8

■8

0,8

■4

■8

■6

■0

■3

■4

3.7

■4

■4

0.6

0.9

0,9

0.5

0.5

0.8

0.2

■4

■0

0.8

■3

4.0

■4

■9

3.3

2,7

3.8

3.3

4.2

3.1

3.1

0。5

0.5

■3

0.2

0.7

0,7

0.4

0.5

0.4

0.5

0。2

ヒノキ属

ツ刑民

スギ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ属

ヒノキ

ヒノキ

スギ

ヒノキ

ヒノキ

モミ属

ヒノキ

ヒノキ属

ヒノキ属

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ属

ヒノキ属

ヒノキ

スギ

ヒノキ

アカガシ亜属

スギ

ヒノキ属

ヒノキ

ヨウヤマキ

マツ属複維管束亜属

モミ属

アカガシ亜属

ヒノキ科

アカマツ

モミ属

アカマツ

ヒノキ

ヒノキ属

ツ刑嘱

ヒノキ属

ヒノキ

針葉樹

ヒノキ

ヒノキ

ツ刑隅

ツ刑隅

ヒノキ

板 目

くり込み(三角)

横木

四片・横木

板 目

板 目

柾 目

目

目

柾

板

目

　

　

目

板

　

板

２

５

５

９

２

０

５

０

５

４

６

５

５

１

４

４

５

５

５

６

５

５

８

６

６

７

３

４

４

４

４

９

０

５

１

６

９２

９６

９６

９０

９３

９０

９２

９３

８７

８４

９

９

９

２

９

９

９

９

８

９

８

９

８

９

９

８

８

９

９

８

８

９

８

８

８

８

９

９

９

８

９

８

９

９

９

９

９

６

６

６

７

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６
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Ⅱ.遣構と遺物

表19‐2 SR01出土の木製品の法量と樹種

No. 種類 遺構・層位 長さcm 幅(直径)cm 厚さcm 樹 種 備考 Vヽ‐ No.

522

523

524

525

526

527

528

529

530

531

532

533

534

535

536

537

538

539

板材

板材

板材

板材

板材

板材

板材

板材

加工片

板材

角材片

板材

板材

板材

板材

角材

角材

板材

加工片

角材片

角材

角材

角材

部材

板材

角材片

角材片

角物

角材片

割材

板材

部材

板材

角材

加工片

角材

杭

割材

板材

加工片

暗灰色シル ト

暗灰色シル ト

暗灰色シル ト質細砂

暗灰色シル ト

暗灰色シル ト

淡灰色砂礫

暗灰色シル ト

暗灰色シル ト

暗灰色シル ト

暗灰色シル ト

暗灰色シル ト

暗灰色シル ト

暗灰色シル ト

暗灰色シル ト

暗灰色シル ト

暗灰色シル ト

暗灰色シル ト

暗灰色シル ト

暗灰色シル ト

暗灰色シル ト

暗灰色シル ト質細砂

暗灰色シル ト質細砂

暗灰色シル ト質細砂

暗灰色シル ト

暗灰色シル ト質細砂

暗灰色シル ト

暗灰色シル ト

暗仄色シル ト

暗灰色シル ト

暗灰色シル ト

暗灰色シル ト

暗灰色シル ト

暗灰色シル ト質細砂

暗灰色シル ト質細砂

暗灰色シル ト

暗灰色シル ト

暗灰色シル ト

暗灰色シル ト

暗灰色シル ト質細砂

暗灰色シル ト

暗灰色シル ト

11.0

5.4

13.2

9,6

16.1

9,0

16.3

7.8

22.0

18,3

7.2

18.5

14.4

26.7

14,7

10.8

10,7

15.0

7.3

17.4

20.5

15。7

15.1

24.0

10.5

7.6

5,0

5.3

5。 1

13.7

17.5

14.1

8.6

12.7

8.0

12.1

11.8

7.9

15.5

3.6

15.2

5,7

6.3

7.0

5,0

13.6

10,0

18.4

11.8

3.3

3.3

2.6

■8

1.5

■6

1.5

3.3

2.0

4.0

2.8

6.4

4.9

4.6

4.2

2.0

2.8

■9

1.8

■8

■9

2.0

■7

7.4

2.3

2.6

5,6

3.2

3.9

4.8

6.7

8.5

12.0

5.7

4。3

2.6

2.4

1.8

4.7

3.4

5。2

3.3

4.7

1.9

■8

3.1

2.6

■2

■4

■0

0.7

0.5

0,6

0.5

0。5

0.6

0,8

0.4

0.6

1。 1

■0

0.6

0.6

■4

0。9

■4

■2

0.6

1.3

■3

1.3

2.4

3.8

■4

2.6

■9

3.4

■5

1.8

2.3

2.0

2.9

2.9

3.4

1.5

2.3

■8

■4

■4

■9

0.9

■0

0.8

0.7

0.6

■3

1.1

0。9

ヒノキ属

ヒノキ属

ヒノキ

ツ刑目

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ属

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ属

スギ

ヒノキ

ツガ属

ツ刑同

ヒノキ

ヒノキ

ツ刑民

ヒノキ

ヒノキ

スギ

ヒノキ

ヒノキ科

スギ

ヒノキ属

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ属

スギ

ヒノキ属

ヒノキ

ヒノキ属

ヒノキ

ヒノキ属

ヒノキ

アカマツ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ属

ヒノキ

×

ケンポナシ属

ヒノキ属

ヒノキ

ヒノキ属

ヒノキ

ヒノキ属

ヒノキ

ヒノキ

目

　

　

目

柾

　

柾

目

　

　

目

目

柾

　

板

柾

柾 目

片方炭化

片方炭化

炭化

柾目

片側炭化

片端炭化

目

　

　

目

柾

　

柾

目

　

　

目

板

　

板

6908

6940

6867

6948

7295

6946

6916

6935

6875

6958

6915

6886

6930

6872

6885

6924

6879

6931

6899

6921

6843

6863

6866

6912

6854

6920

6914

6918

6919

6954

6929

6913

6865

6847

6881

6963

6960

6909

6848

6910

6942

6937

6844

6907

6939

6880

6851

6874

6889
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表19‐3 SR01出上の木製品の法量と樹種

No. 種 類 遺構・層位 長さcm 幅 (直径)cm 厚さ(� 樹 種 備 考 lヽr― No.

５７．

５７２

５７３

５７４

５７５

５７６

５７７

５７８

５７９

５８０

５８‐

５８２

５８３

５８４

５８５

５８６

５８７

５８８

５８９

５９０

割材

割材

割材

割材

割材

割材

割材

割材

割材

板材

割材

加工片

割材

割材

割材

割材

割材

割材

割材

割材

暗灰色シル ト

暗灰色シル ト

暗灰色シル ト

暗灰色シル ト

暗灰色シル ト

暗灰色シル ト

暗灰色シル ト質細砂

暗灰色シル ト

暗灰色シル ト

暗灰色シル ト質細砂

暗灰色シル ト

暗灰色シル ト質細砂

暗灰色シル ト

暗灰色シル ト

暗灰色シル ト

暗灰色シル ト

暗灰色シル ト

暗灰色シル ト

暗灰色シル ト

暗灰色シル ト質細砂

・５
，

０

‐５
，

８

・４
．

６

・４
．

０

‐１
．

８

‐３
．

４

・３
．

３

‐２
．

４

・４
．

４

・・
・
０

‐‐
・
５

‐０
・
３

・４
．

０

‐４
．

６

・９
．

０

２０
．

５

２‐
．

８

２２
．

０

２２
．

４

２９
。
２

・
・
３

‐
・
６

・
・
７

・
，
４

・
，
３

‐
・
４

０
。
９

・
・
２

・
，
９

・
，
３

０
，
９

０
。
９

０
・
８

・
・
５

ｍ

・
・
４

・
・
９

・
・
６

・
・
６

・
・
５

・
・
０

・
・
２

０
・
７

０
・
８

０
。
７

０
・
６

Ｈ

Ｏ
・
５

０
・
６

・
・
０

・
・
０

０
・
５

０
・
６

０
。
７

０
・
５

０
・
８

・
・
５

０
・
５

・
・
２

・
・
６

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

モミ属

ヒノキ

ヒノキ属

ヒノキ属

ヒノキ

"モ

化

蒻モ化

片端炭化

片端炭化

片端炭化

片端炭化

両端炭化

片端炭化

炭化

片側炭化

６９３３

６８７６

６９０６

６８９３

６８９７

６８９４

６８６８

６８９６

６８７７

６８５６

６８９８

６８６９

６８９５

６８９２

６８９‐

６８８８

６９０４

６８８７

６８７３

６８５０

木簡 1(473)は 戸主の椋人安道に対 して国儲より米宣斗が支給されたことを承和

(年次の記載なし)十月十日に椋人稲継が証明した支給伝票木簡と考えられる。表面で

勘合 した上に、さらに裏面でも繰 り返 し勘合 し、厳重な照合が行われたことが判 り、

これまでにはこうした勘合の木簡は知 られていない。また、下端に穿孔があるのは同

種の木簡が伝票として束ねられていたことも窺える。但し、表裏の筆の異同について

は明らかでない。なお、「椋人」は『史料』にみえる「葦屋倉人」、あるいは F新撰姓氏

録』の「摂津回諸番」で、石占忌寸を同祖 とし、阿知王之後とされる「蔵人」あるいは「葦

屋漢人」との関連が想起され、菟原郡葦屋郷内での米の受け渡しを物語る木簡として評

価できよう。

木簡 2(474)は表面にかなり多 くの墨痕が確認できるもので、明確に判読できる文

字は上述のとおりである。習書木簡あるいは呪符木簡と考えられる。木簡 4(475)は

欠損が著しく、墨痕がわずかに確認できる程度で、用途不明である。

この他の木製品には、工具あるいは農具の柄、ヘラ状製品、農具 (木錘 )、 服飾具

(下駄)、 容器 (皿・山物)、 祭祀具 (顔形 。人形)な どの製品とともに、加工部材 。加

工残片や炭化痕の明瞭な加工木 (松明、付け木あるいは壽木 P)な どがある。

(487)は 木錘で、丸木材の両端を残し、中央に向かって円錐形状に削り込んだもの

である。ほぼ全面に加工痕が認められる。 (488)は BⅡ d型式とされる下駄の右足で、

使用による摩滅が著しく、歯はほとんど残っていない。(489)は 三角形の快 りが相対

するように両端近くに施された断面方形の部材である。(490～ 492)|ま挽物皿で、復元

径はそれぞれ16.2cm、 20。5cm、 18.6cmで ある。特に、(491)で は内面の炭化が顕著で

ある。(498)は長辺に沿って貫通孔が穿たれた板材である。(499)は 日・鼻の表現は
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金属器

石器

註 (1)

Ⅱ.遺構と遺物

確認できないが、人形の頭部と考えている。 (500)は一端に突起がつ く紡錘形の板材

で、人形の体部を表現したものか。 (501)は角棒材の両面から加工を施し、頭部と体

部の境を造 り出す立体人形で、日・鼻の表現はない。

金属器には 4区東部 S R01の 上層で出土した刀子 2点がある。両者ともに欠損が著

しいが、 (591)は 全長7,7cm、 刃幅1.2cm、 厚さ0.45cm、 (592)は 全長4.6cm、 刃幅

1,Ocm、 厚さ0.3cmで ある。

また、長さ2.lcm、 幅1.75cm以上、厚さ0.5cm、 重さ1.3gの サヌカイ ト製打製石鏃

(593)や長さ8.4cm以 上、幅7.5cm、 厚さ3.8cm、 重さ291.4gの太型蛤刃石斧片 (594)

も出上している。弥生時代中期のものと考えられる。 (山本)

0           早     9        10cm
|

図86 SR01出上の鉄製品

◇
ｏ

(2)

(3)

(4)

(5)

図87 SR01出上の石器

0                           10cm

a)村川行弘 芦屋市文化財調査報告第 7集『芦屋廃寺址』兵庫県芦屋市教育委員会 1970
b)渡辺昇「芦屋廃寺軒瓦の整理ノート」F地域史研究 芦の芽』35 1982

c)芦屋市教育委員会 「芦屋廃寺遺跡 (第62地点)発掘調査 ―平成11年 度震災復興坦蔵文化財調

査―」現地説明会ノート 1999,12,5,

森岡秀人・竹村忠洋・古川久雄 芦屋市文化財調査報告第35集 F芦屋廃寺遺跡 (第53地点)・ 寺田遺

跡 (第 104地点)震災復興埋蔵文化財確認調査概要報告書―津知川排水区雨水管敷設工事』芦屋市教

育委員会 1999

註 (1)に同じ。

森岡秀人氏・竹村忠洋氏のご教示による。

a)森岡秀人・竹村忠洋「芦屋廃寺―芦屋廃寺中枢部の発掘調査―」F平成12年度兵庫県下埋蔵文化財

発掘調査連絡会資料』 兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所 2000
b)寒川旭・森岡秀人・竹村忠洋「芦屋廃寺跡建物基壇と関わる地震痕跡」[日本考古学』第12号 2001
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(5)平安時代後期  (第 1遺構面)

調査1区東半で確1認されたS R01が埋没した後、s BOl～ S B07の 掘立柱建物をはじ

めとする遺構が密集していた遺構面とほぼ平坦になった段階で営まれた生活面である。

掘立柱建物、溝、集石土坑、1水溜め遺構などが確認されている。

S B03    と区東端で確認した東西 3間 (う,76m)X南北 1聞 (4,20m、 P3-7間 は3.90m)

の東西棟の4u柱の掘立柱建物と考えられる。P8が攪乱のため存在しないが、さらに

西側・北側 。東側|へさらに延びる可能性がある。

柱穴の掘形の直径は01路～0,40m前後で、深さはP4で最1大0。62mである。鯉土が灰

色系のシルト～細砂で、直径0.12年α20mの柱痕がいずれの柱穴でも確認でき、Plで

はヒノキと同定された症材片 (599)も 出土している。桁行柱間に1対して1梁行の柱間が

広い点―力滑 徴的である。

(595・ 596)は P3の掘形・P7の掘形から出土した土師器郭の日縁部片である。

(597).は P2の柱痕、(598)は P7の柱痕から出土した.口径l&lcmの上1師器不あるい

は椀である。日縁部がわずかに外反する特徴をもつ―。11世紀代のものであろうか。
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Ⅱ。遺構と置物

図91 SB08出上の遺物 0                 10cm

S D01    2～ 3区 にかけて確認した東西長24,Om、 南北幅ll.Omの平面形が歪な長方形に巡る

溝状遺構である。西南隅は S X03に 切 られ、東北辺は S X02に切 られる。また、商辺

の大部分は攪乱のため、欠損している。深さは一定 しておらず、最大深さは0.19mで 、

断面形は鈍いV字形である。埋土は暗灰色系のシル ト質細砂あるいは極細砂質シル ト

である。何 らかの区画の施設と考えられるが、溝で囲まれた範囲には全 く遺構が確認

できなかったため、その性格については不明である。

出土遺物には土師器皿・高台付椀、瓦器椀、白磁碗がある。11世紀後半～末のもの

と考えられる。 (中谷)
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図92
SD01出土
の遺物

S D04 4区西部で確認した幅1,3～ 1.7m、 最大深さ0.15m

の溝状遺構で、総延長は約 5。8mである。時期不明

の浅い落ち込みに切 られている。断面はU字形で、

埋土は灰色小礫混じリシル ト質細砂である。出土遺

物には内外面 ともにヘラ磨 きで仕上げ られた口径

13.8cmの 黒色土器 A類の椀  (605・ 606)と 口径

15.Ocmの 須恵器椀 (607)が ある。

11世紀末のものと考えられる。 (阿部 )

図93 SD04出 上の上器

―-85-一

0                                     20cm

表21 SD01出 上の土器 観察表
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Ⅱ,遺構と遺物

S X03    3区西南隅部で確認した

直窪■60m、 深さ償栃mのや

や大型の円形の土坑で、 S

D01を切っている。理上は

乳灰色細砂混 じリシル ト

で、拳大から半身大の花筒

岩礫が盛り上がるように投

げ入れられた集石土1坑で、

中には人頭大の竜山石や砥

石様の)I原石も含まれてい

る。花闘岩礫には明ちかに

被熱を受けたものも含まれ

る。

出土遺物には日径9`0～

10。7cmで、回縁部が「てJの

字状の土師器小皿 (608`

609)と 、外面が面取り状

の削り調整で、底部外面が

敲打によって仕上げられた

底径1■2cmの滑石製石鋼底

部 (610)がある。石鋼の

内面は極めて平滑で、‐外面

には媒が厚 く付着してい

る。

土師器皿の特徴から、■

世紀末のものと考えられ

る。

図95 SX03実測図

く案要≡三三三F〒[三三夏ラ房ラそ。9
0                 10cm

2.70m.

図96 SX03出上の遺物
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S X01

S X02

2区 中央部で確認した不整形の落ち込みで、長径2.4m、 短径1.6m、 深さ0。 15mである。

埋土は暗灰褐色シル ト質極細砂～細砂あるいは暗褐灰色シル ト質細砂である。出土遺

物には土師器・須恵器の小片がある程度で、図化できるものはない。 (山 本)

3区東部で確認した水溜め遺構で、 S D01を切っている。直径0.56m、 深さ0,32mの

不整円形の掘形内に接するように、ヒノキあるいはヒノキ属 と同定された円形曲物が

据えられている。

下段の曲物側板 (614)は直径44.Ocm、 残存高20.Ocm、 厚さ0,5cmで、内面には上下

縁に直交するケビキが入れられている。綴 じ部分の樺皮は 1列内 4段綴じである。外

面にはもともと上下縁にそれぞれ帯板が取 り付いていたようで、下段帯板は 2列前内

2段後内 2段の樺皮で綴 じられた上、欠損する底板 とともに木釘で結合されていたも

のと考えられる。上段帯板 (613)は 2列前内 3段後内 2段の樺皮で綴 じられた部位が

遺存する程度である。

掘形上段 に据えられていた曲物側板 (612)は 直径48.6cm、 残存高13.4cm、 厚 さ

0.5cmで、綴じ目は 1列 内4段で、内面にはケビキが顕著である。もともと (612)と 同

一個体と推定される帯板 (611)は 直径49,Ocm、 高さ6.2cm、 厚さ0.2cmで 、綴じ日は 2

ケ所あり、 2列前内3段外内 2段 と 1列内 2段で構成される。

(615)は 曲物内に放 り込まれた木材で、長さ28.8cm、 最大直径19.8cmで 、ヤナギ属

と同定されている。幹の又部を切断したもので、 3方の小日ともに切断の際の加工痕

が明瞭に遺存する。さらに、加工を行うために水漬けにしていたものと考えられる。

なお、出土土器はなく、詳細な時

期は不明であるが、 S D01と ほぼ同

時期と考えている。 (阿部)

2.70m

図97 SX02実 測図
1淡黒灰色シルト質細砂
2黒灰色礫混シルト～細砂
3淡灰色小礫混細砂
4暗灰色小礫混シルト質細砂
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